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ノ
ウ
人
間
学
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問
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岸

信
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途
：
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：
…
…
…
…
・
：
：
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8

ボ
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ノ
ウ
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於
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る
「
技
術
」
の
問
題
…
…
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…
…
…
・
…
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…
2
ー

ボ
ル
ノ
ウ
の
自
然
観
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…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
：
：
2
4

ボ
ル
ノ
ウ
の
「
希
望
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の
概
…
念
：
：
：
・
：
…
：
：
：
…
…
…
…
：
：
：
…
2
6

ボ
ル
ノ
ウ
に
於
け
る
「
認
識
」
の
構
造
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
2
9

ボ
ル
ノ
ウ
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間
学
に
於
け
る
根
本
問
題
…
…
…
：
…
：
…
・
…
…
：
：
3
2
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：
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
：
3
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ー
　
ポ
ル
ノ
ウ
「
希
望
の
哲
学
」
建
設
へ
の
道

　
ボ
ル
ノ
ウ
（
6
評
聞
゜
　
切
O
一
一
口
O
≦
）
人
間
学
の
体
系
（
－
）
は
、
彼
自
身
も
そ
う
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
「
希
望
の
哲
学
」
と
総
括
し
て
表
現
し

得
る
で
あ
ろ
う
（
2
）
。
そ
の
繭
芽
は
、
既
に
一
九
三
一
年
の
春
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ノ
ー
ル
（
即
z
。
巳
の
助
手
と
し
て
脱
稿
し
た
大
学
教
授

資
格
論
文
「
F
．
H
ヤ
コ
ビ
ー
の
生
の
哲
学
（
u
冨
冨
び
§
紹
巨
。
ω
8
三
。
，
国
゜
冨
8
σ
芭
」
の
中
に
、
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ル
ノ
ウ
は
、
こ
の
論
文
で
不
安
と
対
立
す
る
敬
慶
な
至
福
（
α
q
一
餌
口
げ
一
鐙
①
　
ω
①
嵩
ひ
q
貯
①
一
け
）
の
気
分
を
分
析
し
て
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
（
竃
゜
国
匿
①
・

σq

ﾉ
『
）
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
哲
学
と
は
違
っ
た
「
希
望
」
へ
向
う
、
人
間
の
本
質
と
そ
の
世
界
へ
の
関
係
に
関
す
る
洞
察
を
獲
得
し

た
（
3
）
。
彼
の
思
想
は
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
（
興
ω
實
き
。
q
9
や
ミ
ヅ
シ
ュ
（
9
≦
°
・
島
）
、
更
に
は
ノ
ー
ル
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
、
デ

ィ
ル
タ
イ
（
O
一
一
鼻
Φ
矯
）
の
歴
史
的
な
「
生
の
哲
学
」
と
、
　
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
た
実
存
哲
学
か
ら
の
二
重
の
源
泉
か
ら
方

向
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
一
方
で
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
へ
の
親
し
み
と
、
人
間
へ
の
信
頼
感
及
び
、
よ
り
大
き
な
全
体
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
根
本
感
情
を
得
る
に
至
っ
た
？
）
。
と
同
時
に
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
（
Q
Q
①
一
昌
　
口
昌
住
　
N
O
一
け
）
』
が
、
ボ
ル

ノ
ウ
の
主
題
の
中
核
を
形
成
す
る
の
に
、
一
大
転
機
と
な
っ
た
（
5
）
。
　
し
か
し
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
既
に
ミ
ッ
シ
ェ
と
ノ
ー
ル
に
非
常
に
影
響

さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
　
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
の
本
来
的
信
奉
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
6
）
。
ボ
ル
ノ
ウ
が
既
に
一
九
二
五
年
、
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
学
ん
だ
、
同
学
派
の
指
導
的
人
物
た
る
ミ
ッ
シ
ュ
は
、
一
九
三
一
年
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
生
の
哲
学
」
の
立
場
か

ら
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
と
鋭
く
対
決
し
て
い
る
（
7
）
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
考
え
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
思
想
は
、
　
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
の
立
場
と
、

、
．
、
ッ
シ
ュ
を
介
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
の
立
場
と
の
緊
張
状
態
の
う
ち
に
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
は
、
彼
の
主
著
『
存
在
と
時
間
』
の
中
で
、
現
存
在
の
根
本
的
把
握
と
し
て
の
世
界
口
内
峠
存
在
一
般
（
冒
山
串
芝
簿

，
ω
①
剛
昌
o
σ
Φ
村
げ
9
。
ロ
宮
。
一
ω
O
『
ロ
昂
畠
く
Φ
．
h
9
。
ω
ω
ロ
昌
α
q
α
Φ
ω
∪
巴
■
ω
Φ
冨
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
（
8
）
。
そ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
「
世
界
1
1
内
H
存
在
」

を
、
究
極
的
に
「
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
被
投
性
1
1
0
①
≦
o
臥
魯
7
Φ
詳
）
」
と
し
て
性
格
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
に
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よ
れ
ば
、
人
間
は
既
に
自
己
の
意
志
と
は
関
係
な
く
、
偶
然
的
に
投
げ
込
ま
れ
た
者
と
し
て
、
彼
に
は
な
じ
み
の
な
い
不
気
味
な
空
間
に

居
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
9
）
。
　
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
は
、
　
一
九
二
〇
年
代
の
生
活
感
情
で
あ
っ
た
「
故
郷
喪
失
者
・
家
な
し
子
・
逃
亡
者
」
と

い
う
よ
う
な
、
人
間
の
孤
独
な
「
あ
り
様
」
を
、
人
間
と
空
間
と
の
関
わ
り
方
に
見
た
と
言
え
よ
う
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
も
、
こ
う
し
た
「
家
な
き
存
在
」
と
し
て
の
現
代
人
の
特
微
を
次
の
よ
う
に
言
う
。
　
「
現
代
人
の
故
郷
喪
失
は
、
尖
鋭
化
さ

れ
た
実
存
概
念
の
厳
密
性
の
中
で
、
も
は
や
空
間
を
統
合
し
得
ず
、
あ
た
か
も
永
遠
の
逃
亡
者
の
如
く
、
空
虚
な
空
間
に
さ
ま
よ
っ
て
い

る
（
－
o
）
。
」
彼
は
、
　
一
方
で
は
現
代
人
の
故
郷
喪
失
を
凝
視
し
つ
つ
、
他
方
、
そ
う
し
た
実
存
主
義
の
一
面
的
な
人
間
把
握
に
満
足
で
き
ず
、

人
間
の
空
間
に
対
す
る
、
よ
り
抱
括
的
な
関
係
の
基
礎
づ
け
を
試
み
る
（
n
）
。
そ
の
新
し
い
哲
学
の
試
み
こ
そ
、
未
来
は
底
な
し
の
淵
に

没
落
す
べ
き
で
は
な
く
、
希
望
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
、
彼
の
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
「
希
望
の
哲
学
」
建
設
へ

の
道
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
思
想
の
根
抵
を
形
成
し
た
の
は
、
実
存
主
義
的
思
想
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ル
ノ
ウ
に
対

す
る
実
存
主
義
か
ら
の
影
警
は
、
重
大
な
も
の
が
あ
り
、
彼
の
実
存
主
義
研
究
と
、
そ
の
持
続
的
影
警
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
、
彼
の

人
間
学
は
語
り
得
な
い
（
1
2
）
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
中
心
思
想
た
る
「
希
望
の
哲
学
」
は
、
実
存
主
義
か
ら
は
出
て
来
な
い
の

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
生
の
哲
学
」
に
立
っ
た
解
釈
学
の
立
場
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
る
（
1
3
）
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
実
存
主
義
哲
学
の
行
き
詰
ま
り
打
破
を
、
自
己
の
哲
学
の
使
命
と
考
え
、
デ
ィ
ル
タ
イ
的
解
釈
学
の
立
場
に
立
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
つ
の
実
り
あ
る
「
希
望
の
哲
学
」
建
設
を
目
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
い
か
に
し
て
彼
の
「
人
間

学
」
の
体
系
の
中
で
、
そ
の
課
題
に
答
え
、
そ
の
使
命
を
全
う
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
稿
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
ボ
ル

ノ
ウ
が
、
実
存
主
義
を
克
服
せ
ん
と
し
た
、
そ
の
具
体
的
方
法
を
探
る
と
と
も
に
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
に
於
い
て
、
現
代
の
諸
問
題
を
解

き
、
未
来
に
向
う
一
つ
の
新
し
い
哲
学
が
可
能
と
な
っ
た
か
ど
う
か
を
、
見
極
め
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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∬
　
ボ
ル
ノ
ウ
に
於
け
る
実
存
主
義
克
服
の
方
途

　
ボ
ル
ノ
ウ
の
実
存
主
義
克
服
に
関
す
る
構
想
は
、
一
九
四
三
年
刊
行
の
『
実
存
哲
学
（
国
邑
ω
斤
2
N
9
ま
ω
8
ぼ
①
）
』
に
、
既
に
明
ら
か
に
示

さ
れ
て
い
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
を
「
い
た
る
と
こ
ろ
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
生
物
（
≦
。
ω
①
昌
）
（
1
4
）
」
と
規
定
し
、
実
存
哲
学
を
ぽ
、

「
無
意
味
と
な
っ
た
外
部
世
界
か
ら
の
い
わ
ば
最
後
の
避
難
城
（
1
5
）
」
と
し
て
理
解
す
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
に
よ
れ
ば
、
実
存
哲
学
は
、
　
一
定

の
歴
史
的
状
況
に
於
い
て
の
み
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
「
人
間
は
、
自
分
は
自
分
の
究
極
の
内
面
性
へ
と
引

ぎ
こ
も
り
、
世
界
は
世
界
の
や
り
方
に
任
せ
て
お
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
長
く
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
1
6
）
」
と
い
う
点
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
実
存
主
義
の
果
し
て
来
た
役
割
と
意
義
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
　
「
自
然
、
文
化
、
精
神
と
い
っ
た
領
域
が
実
存
哲
学
に
は

欠
け
て
い
る
（
1
7
）
」
と
批
判
し
、
実
存
哲
学
は
、
　
「
遂
に
出
口
の
な
い
状
態
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
（
1
8
v
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
こ
の
問

題
を
、
　
「
現
代
の
哲
学
に
於
け
る
未
解
決
の
中
心
問
題
（
1
8
）
」
と
し
て
捉
え
、
　
「
実
存
主
義
は
克
服
を
求
め
て
い
る
（
1
8
）
」
と
言
う
の
で
あ

る
。　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
　
「
実
存
哲
学
は
、
そ
れ
自
身
に
於
い
て
ま
と
ま
っ
た
、
そ
れ
な
り
に
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
を
揺
が
す
よ
う

な
拡
張
を
自
ら
許
す
と
は
思
わ
な
い
（
1
9
）
」
と
考
え
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
内
゜
冒
呂
興
゜
。
）
、
ハ
ン
ス
・
リ
ッ
プ
ス
（
国
゜
い
ぢ
冨
）
等
の
「
理
性
と

実
存
と
の
対
立
調
整
（
d
げ
。
H
σ
三
。
ざ
露
α
①
ω
Ω
紹
①
口
ω
簿
N
Φ
ω
〈
8
＜
①
三
§
h
け
目
巳
国
×
岡
ω
け
窪
N
）
（
2
0
）
」
を
評
価
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
実

存
の
哲
学
と
な
ら
ん
で
、
い
ま
や
さ
ら
に
他
の
、
生
と
世
界
と
の
哲
学
が
発
展
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
生
と
世
界
と
の
哲
学
に

よ
っ
て
、
実
存
の
哲
学
で
は
排
除
さ
れ
て
い
た
内
容
の
充
実
の
問
題
が
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
2
1
）
。
」

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
実
存
主
義
克
服
の
道
は
、
　
「
そ
の
正
し
さ
を
保
持
し
、
し
か
も
そ
の
免
れ
が
た
い
限
界
を
乗
り
超
え
て
、
実
り
多
き
彼

方
へ
と
通
じ
て
ゆ
く
よ
り
深
い
基
底
を
探
究
す
る
よ
り
以
外
に
な
い
（
2
2
）
」
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
は
、
　
「
内
奥
の
孤
独
な
自
我

の
実
存
哲
学
的
な
孤
立
化
を
乗
り
超
え
て
、
人
間
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
現
実
と
の
関
係
へ
と
導
い
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
（
2
3
）
」

人
間
生
活
の
根
本
的
な
態
度
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
そ
の
領
域
こ
そ
、
実
存
哲
学
に
於
い
て
等
閑
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に
付
せ
ら
れ
て
い
た
「
新
し
い
基
礎
を
獲
得
し
得
べ
き
唯
一
の
領
域
（
2
3
）
」
な
の
で
あ
り
、
「
信
仰
と
愛
と
感
謝
を
こ
め
た
信
頼
と
、
未
来

へ
の
希
望
と
安
心
と
い
う
言
葉
で
最
も
よ
く
示
さ
れ
る
領
域
（
2
3
）
」
で
あ
る
と
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
領
域
に
関
す
る
ボ
ル
ノ
ウ
の
研
究
は
、
彼
自
身
「
私
に
と
っ
て
最
も
重
大
な
二
つ
の
書
（
2
4
）
」
と
言
っ
て
い
る
『
新
し
い
庇
護
性

（
2
①
二
Φ
　
〔
甲
①
ぴ
O
「
㎝
q
Φ
昌
げ
O
一
け
）
』
と
『
人
間
と
空
間
（
寓
8
°
。
魯
巨
α
守
§
）
』
の
二
書
に
於
い
て
、
更
に
詳
し
く
展
開
さ
れ
る
。
特
に
、
一
九
五

五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
新
し
い
庇
護
性
』
に
は
、
「
実
存
主
義
克
服
の
問
題
（
∪
霧
中
。
げ
δ
ヨ
g
ロ
興
d
び
興
び
ぎ
含
薦
α
①
ω
国
×
聾
①
ロ
け
芭
剛
ω
ヨ
器
）
」

と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
実
存
主
義
と
の
対
決
が
大
胆
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
主
と
し
て
人
間
と
時
間
と
の
関
係

が
問
題
と
さ
れ
、
　
「
不
安
と
絶
望
」
か
ら
出
発
す
る
実
存
哲
学
に
対
し
て
、
信
頼
に
支
え
ら
れ
た
生
命
の
究
極
の
基
盤
を
見
い
出
さ
ん
と

す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
書
に
於
い
て
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
は
庇
護
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
、
こ
の
世
界
に
避
難
所
を
作
り
、
迫
り
来
る
危
険
に
対

し
て
塁
壁
を
築
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
う
し
た
主
張
を
彼
は
、
具
体
的
に
、
　
「
家
の
意
義
（
円
U
①
吋
　
0
り
一
昌
昌
　
α
Φ
ω
　
国
四
口
の
①
ω
）
」

を
、
　
「
故
郷
の
喪
失
と
故
郷
（
＝
①
巨
国
二
〇
ω
貫
冨
津
ロ
巳
出
①
巨
国
叶
）
」
と
の
関
連
か
ら
捉
え
、
「
体
験
さ
れ
た
空
間
（
U
震
箆
。
三
の
幻
窪
ヨ
）
」
の

究
明
か
ら
、
空
間
を
「
所
有
す
る
こ
と
の
問
題
（
一
）
O
o
り
　
℃
円
O
σ
一
①
コ
ρ
　
α
①
ω
　
嗣
山
国
ぴ
Φ
口
ω
）
」
と
し
て
把
握
す
る
（
2
5
）
。
そ
こ
で
は
、
人
間
生
活
の
空
間

的
態
度
が
、
よ
り
厳
密
に
分
析
さ
れ
、
実
存
哲
学
に
於
い
て
、
故
郷
を
失
っ
た
人
間
に
、
再
び
「
住
み
家
」
を
与
え
る
こ
と
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
こ
に
、
家
な
ぎ
子
と
し
て
故
郷
を
失
っ
た
現
代
人
に
、
　
「
新
し
い
故
郷
を
創
り
（
2
6
）
」
人
間
を
再
び
「
新
ら
た
に
こ
の
世
界
の
有
限

の
中
に
基
礎
づ
け
る
（
2
6
）
」
こ
と
が
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
根
本
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
（
併
）
。
彼
は
「
新
し
い
故
郷
」
と
い
う
言
葉
を
用

い
、
過
去
に
あ
っ
た
故
郷
の
追
憶
で
は
な
く
し
て
、
新
た
な
る
人
間
社
会
の
創
造
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ボ
ル
ノ
ウ
は
、

ど
ん
な
威
嚇
（
じ
口
①
酔
o
ピ
品
）
に
対
し
て
も
、
外
部
か
ら
支
え
て
く
れ
る
保
護
を
信
頼
す
る
「
落
ち
つ
い
た
勇
気
を
、
自
己
の
魂
の
中
に
形

成
す
る
こ
と
（
2
8
）
」
を
主
張
し
、
又
、
各
個
人
は
努
力
し
て
「
力
の
及
ぶ
限
り
、
自
己
を
脅
か
す
危
機
（
σ
巴
8
冨
巳
㊦
口
○
①
討
耳
）
に
立
ち



．20

向
い
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
武
装
す
る
こ
と
（
2
8
）
」
を
要
求
す
る
（
2
9
）
。

　
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
問
題
を
手
短
か
に
、
人
間
の
そ
の
世
界
に
於
け
る
「
新
た
な
る
居
住
化
（
器
ロ
Φ
ω
≦
。
ぎ
冨
鵠
≦
Φ
巳
①
口
）
の
問
題
と

言
い
、
あ
る
い
は
、
も
っ
と
短
か
く
、
人
間
の
新
ら
た
な
「
定
住
（
一
W
①
ゴ
P
賃
ω
ロ
ロ
σ
q
）
」
の
問
題
と
呼
ぶ
（
3
0
）
。
　
こ
の
人
間
の
「
居
住
性
（
盛
Φ

≦
。
7
忌
。
冥
簿
）
」
の
問
題
は
、
そ
の
後
の
論
文
で
も
更
に
吟
味
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
文
が
発
表
さ
れ
（
1
3
）
、
一
九
六
三
年
に
は
、

多
く
の
新
た
な
視
点
が
加
味
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
諸
論
文
は
、
　
『
人
間
と
空
間
（
竃
Φ
コ
ω
O
げ
　
口
5
ユ
　
園
9
鐸
ヨ
）
』
な
る
書
物
に
総
括
さ
れ
た
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
ま
ず
「
空
間
」
を
言
語
の
歴
史
か
ら
、
解
釈
学
的
・
現
象
学
的
方
法
に
よ
っ
て
記
述
す
る
（
3
2
）
。
そ
し
て
、
抽
象
的
な

数
学
的
空
間
と
区
別
し
て
、
　
「
体
験
さ
れ
た
空
間
（
α
巽
巴
①
σ
冨
菊
゜
。
ロ
目
）
」
と
い
う
概
念
を
使
い
、
　
そ
れ
に
よ
り
「
具
体
的
な
人
間
の
生

に
開
か
れ
る
よ
う
な
空
問
（
3
3
）
」
を
説
明
す
る
（
3
4
）
。
そ
し
て
、
敵
対
的
な
世
界
と
区
別
す
る
意
味
で
の
、
人
間
生
活
の
空
間
的
中
心
と
し

て
の
「
家
の
意
味
（
o
δ
b
σ
巴
窪
葺
畠
号
ω
国
磐
ω
Φ
ω
）
」
を
語
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
三
章
に
於
い
て
（
3
5
）
、
　
『
新
し
い
庇
護
性
』
で
考

察
さ
れ
た
「
家
の
意
義
（
∪
程
ω
冒
ロ
ユ
Φ
ω
＝
雲
ω
①
ω
）
」
が
、
　
「
人
間
学
的
な
機
能
（
o
δ
き
筈
8
旦
。
ひ
q
凶
ω
。
冨
聞
ロ
莫
け
δ
旨
）
」
の
光
に
照
ら
し

て
、
　
「
庇
護
す
る
空
間
（
O
臼
即
き
B
ユ
臼
Ω
①
げ
。
贔
①
夢
①
ε
」
と
し
て
、
よ
り
厳
密
に
考
察
さ
れ
た
こ
と
は
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
の
思
想
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

連
関
に
於
い
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
に
於
い
て
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
を
庇
護
す
る
空
間
の
思
想
を
体
系
づ
け
た
。
即

ち
、
　
「
時
間
に
於
け
る
〈
希
望
〉
と
、
空
間
に
於
け
る
〈
住
む
こ
と
〉
が
補
い
合
っ
て
、
人
間
の
現
存
在
を
積
極
的
に
満
た
し
得
る
（
3
6
）
」

と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
　
「
人
間
に
再
び
こ
の
地
上
で
の
確
固
た
る
支
え
所
を
作
り
、
人
間
を
新
た
に
、
こ
の
地
上
に
く
つ
ろ
が
せ
る
こ
と

（げ

X
日
冨
9
目
p
o
げ
①
ロ
“
故
郷
に
い
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
）
（
3
7
）
」
が
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
最
も
大
切
な
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ボ
ル
ノ
ウ
に
於
い
て
は
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
世
界
へ
の
人
間
の
本
質
的
欲
求
は
、
そ
こ
で
我
々
が
我
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
居
住
の
問
題

に
凝
縮
す
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
言
う
、
「
人
間
は
（
任
意
の
場
所
た
る
）
空
間
に
〈
い
る
〉
〔
ω
Φ
一
呂
の
で
は
な
く
て
、
（
あ
る
一
定
の
彼
に
帰
属
す

る
場
所
た
る
）
空
間
に
〈
居
住
す
る
〉
〔
≦
ゴ
o
口
Φ
p
〕
の
で
あ
る
。
空
問
に
於
け
る
人
間
の
在
り
方
は
、
居
住
で
あ
る
（
3
8
）
。
」



　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
実
存
哲
学
が
未
だ
到
達
し
得
な
か
っ
た
「
人
間
の
空
間
に
対
す
る
新
し
い
関
わ
り
方
」
を
見
い
出

し
て
行
く
。
ボ
ル
ノ
ウ
に
と
っ
て
、
人
間
の
本
性
は
、
む
し
ろ
〈
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
状
態
〉
か
ら
、
保
護
さ
れ
、
庇
護
さ
れ
ね
ぽ
な
ら

な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
σ
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皿
　
ポ
ル
ノ
ウ
に
於
け
る
「
技
術
」
の
問
題

　
ボ
ル
ノ
ウ
の
教
育
学
は
、
こ
う
し
て
保
護
さ
れ
た
「
人
間
の
生
」
を
、
そ
の
外
界
と
の
関
係
を
も
含
め
て
、
よ
り
健
全
な
も
の
と
し
て

い
く
こ
と
に
、
そ
の
使
命
を
見
た
と
言
え
よ
う
（
3
9
）
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
を
、
そ
う
し
た
外
的
空
間
と
内
的
空
間
と
の
間
に
生
じ
る
、

人
間
の
「
生
の
運
動
」
の
解
釈
に
求
め
た
の
で
あ
る
（
4
0
）
。
ボ
ル
ノ
ウ
に
従
え
ば
、
人
間
は
家
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
ぎ
存
在
で
あ
る
と

同
時
に
、
又
、
自
己
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
世
界
へ
と
出
て
行
く
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
「
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
」
あ
る

い
は
「
出
て
行
く
べ
き
か
」
と
い
う
よ
う
な
二
者
択
一
的
問
題
で
は
な
く
、
人
間
の
「
体
験
さ
れ
た
空
間
」
と
し
て
の
「
危
害
の
外
部
空

間
」
た
る
世
界
と
、
　
「
庇
護
さ
れ
た
内
部
空
間
」
た
る
家
と
の
間
に
展
開
さ
れ
る
「
緊
張
と
し
て
の
人
間
の
生
の
形
式
」
の
二
つ
の
側
面

な
の
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
そ
う
し
た
生
活
形
式
の
緊
張
に
、
人
間
の
空
間
に
於
け
る
運
動
の
「
根
本
力
学
（
4
1
）
」
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
彼
ぱ
、
そ
う
し
た
人
間
の
生
の
「
往
復
運
動
」
こ
そ
、
人
間
の
空
間
に
対
す
る
正
し
い
在
り
方
で
あ
る
と
考
え
、
　
「
永
遠
の
逃
亡
者
」

と
「
家
な
き
子
」
は
、
　
「
帰
る
こ
と
」
の
な
き
人
間
生
活
の
一
つ
の
堕
落
形
式
で
あ
り
、
又
、
家
の
中
に
ば
か
り
閉
じ
こ
も
り
、
隠
れ
家

か
ら
出
て
来
な
い
の
も
、
単
に
自
己
を
被
包
す
る
居
住
の
一
つ
の
堕
落
形
式
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ボ
ル
ノ
ウ
の
人
間
学
は
、
こ
の
限
り
に
於
い
て
正
し
く
未
来
を
指
向
し
、
発
展
す
る
余
地
を
曲
豆
か
に
内
包
し
て
い
る
。
現

に
、
彼
の
人
間
学
は
謂
ゆ
る
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
派
（
9
に
よ
り
、
発
展
さ
れ
て
い
る
（
4
3
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
は
、
根

本
的
な
部
分
に
大
き
な
修
正
が
加
え
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
大
き
な
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
に
従
え
ば
、
　
「
空
間
」
と
い
う
言
葉
は
、
人
間
の
居
住
空
間
を
作
る
と
い
う
全
く
具
体
的
な
活
動
か
ら
発
展
し
た
も
の
だ
と
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言
う
（
4
4
）
。
即
ち
、
人
間
は
家
の
中
に
あ
っ
て
、
　
「
空
間
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
支
え
ら
れ
」
そ
こ
で
、
　
「
空
間
と
融
合
し
て
携
わ
り
（
4
5
）
」
も

は
や
主
客
の
緊
張
は
緩
和
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
空
間
内
に
於
い
て
、
人
間
は
、
そ
の
空
間
と
直
接
的
な
合
一
（
閏
高
口
ω
ー
ω
〇
一
口
）
を
経
験
し
、

融
合
し
た
空
間
は
彼
に
所
有
（
び
国
σ
①
⇒
）
さ
れ
（
4
6
）
、
彼
の
身
体
の
拡
大
さ
れ
た
部
分
に
な
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
家
は
、
身
体
が
彼
に
属

し
て
い
る
の
と
同
様
な
仕
方
で
、
人
間
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
「
我
々
は
空
間
で
あ
る
（
4
7
）
」

「
人
間
は
、
家
に
於
い
て
化
肉
（
ぎ
冨
旨
p
。
薮
ロ
ぎ
国
窪
ω
）
し
て
い
る
。
家
は
、
こ
の
密
接
な
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
が
表
現
さ

れ
る
（
4
8
）
。
」

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
こ
う
し
た
家
に
居
住
す
る
仕
方
を
更
に
一
般
化
し
て
、
広
々
と
し
た
空
間
に
も
居
住
す
る
こ
と
を
語
る
（
4
9
）
。
問
題
は

正
に
こ
こ
か
ら
出
て
来
る
。
即
ち
、
彼
は
、
　
「
人
間
存
在
は
、
空
間
と
の
関
係
に
最
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
（
5
0
）
」
と
言
い
、
世
界

を
、
　
「
そ
こ
で
人
間
が
生
き
て
、
固
有
地
所
の
よ
う
に
、
自
己
と
同
一
視
し
得
る
よ
う
な
、
最
も
抱
括
的
な
空
間
で
あ
る
（
5
0
）
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
　
「
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
避
難
所
と
関
係
な
く
、
今
や
空
間
そ
の
も
の
が
、
保
護
し
、
安
全
に
す
る
も
の
（
①
ヨ
p
・
ω
b
コ
Φ
謎
Φ
巳
Φ
ω
）
を

獲
得
す
る
（
5
0
）
」
と
言
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
決
し
て
外
界
を
友
好
の
対
象
と
し
て
は
見
て
い
な
い
。
外
界
の
見
方
は
、
む
し
ろ
実
存
主
義
者
達
と
一

致
し
て
、
　
「
脅
威
に
満
ち
た
状
態
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
即
ち
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
の
根
本
問
題
を
、
　
「
世
界
空
間
の
腐
食
的
空
虚

　
へ
　
　
ゐ
　
　
ゐ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
敵
意
に
満
ち
た
世
界
の
威
嚇
的
な
異
様
性
に
対
抗
し
て
、
人
間
に
支
え
を
つ
く
る
こ
と
（
傍
点
筆
者
）
（
5
1
）
」
に
見
、
「
人
間
を
浮
浪
か
ら

守
る
（
5
1
）
」
た
め
に
、
外
界
と
の
融
合
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
好
意
の
対
象
で
な
い
自
己
に
敵
対
す
る
外
界
と
の
融
合
に
は
、
当
然
勇
気
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
広
々
と
し
た
空
間
に
住
む

こ
と
を
可
能
に
す
る
要
素
と
し
て
、
　
「
絶
え
ず
再
び
新
た
に
家
を
建
て
る
あ
ら
ゆ
る
勇
気
（
註
臼
ζ
・
計
　
…
…
ぎ
8
Φ
『
乱
巴
霞
器
ロ
①
冒

＝
9
。
ロ
ω
碧
σ
9
。
口
魯
）
（
5
2
）
」
を
あ
げ
、
そ
の
勇
気
を
支
え
る
心
情
と
し
て
、
「
一
般
的
な
生
と
世
界
へ
の
信
頼
（
署
」
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、

「
そ
の
信
頼
の
不
思
議
さ
（
】
）
器
震
け
ω
①
一
α
諺
Φ
ω
＜
興
け
B
二
魯
ω
）
は
、
人
間
の
現
存
在
の
究
極
の
神
秘
（
母
の
犀
N
8
0
菩
Φ
巨
巳
ω
α
⑦
ω
ヨ
魯
ω
・
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。
冨
9
窪
∪
霧
①
幽
房
）
で
あ
る
（
5
2
）
」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
う
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
が
世
界
と
融
合
す
る
根
本
問
題

を
、
総
て
人
間
の
内
面
的
な
精
神
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
彼
の
理
論
に
大
き
な
矛
盾
が
出
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
外
界
が
敵
意
に
満
ち
た
も
の
な
ら
、
い
く
ら
勇
気
を
も
ち
、

内
な
る
空
間
か
ら
外
な
る
空
間
に
出
て
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
「
住
む
こ
と
」
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
精
神
の
中

で
「
世
界
と
生
へ
の
信
頼
」
を
確
く
信
ず
れ
ば
、
敵
意
に
満
ち
た
空
間
が
「
庇
護
す
る
空
間
」
に
変
わ
る
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
「
奇

蹟
を
信
ず
る
こ
と
」
で
あ
り
、
魔
術
で
あ
る
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
家
を
「
切
り
取
ら
れ
た
空
間
」
の
意
味
で
、
　
「
そ
の
他
の
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
滞
在
空
間
（
5
3
）
」
と
し
て
解
釈
し
、

更
に
は
「
家
の
中
に
住
む
こ
と
」
を
「
内
的
空
間
を
所
有
す
る
（
5
4
）
」
と
ま
で
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ぽ
、
切
り
取
っ
て
所
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
へ

る
方
法
が
、
当
然
問
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
外
界
を
人
間
の
家
と
す
る
に
は
、
物
理
的
な
技
術
の
問
題
が
必
ず
出
て
来
る
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
技
術
の
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
て
は
い
な
い
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
現
代
に
生
き
る
哲
学
者
な
の
だ
か
ら
、
技
術
の
問
題
か
ら
多
く
の
問
題
が
派
生
し
て
、
現
代
哲
学
の
中
心
問
題
は
、
そ

の
問
題
と
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
熟
視
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
ボ
ル
ノ
ウ
が
技
術
の
問
題
を
積
極
的
に
扱
わ
な

い
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
ボ
ル
ノ
ウ
の
意
図
的
所
為
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
科
学
万
能
主
義
的
方
法
論
が
、
精
神
を
扱

う
学
問
ま
で
支
配
す
る
よ
う
な
傾
向
が
出
て
来
た
時
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
提
唱
し
た
解
釈
学
的
方
法
論
の
立
場
に
立
っ
た
こ
と
は
、
十
分
う

な
ず
け
る
し
、
そ
れ
故
に
、
科
学
に
つ
い
て
の
言
及
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
も
っ
ぱ
ら
、
人
間
精
神
の
内
的
諸
徳
性
の
記
述
的
考
察
へ
と

向
っ
た
こ
と
は
、
な
る
ほ
ど
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
前
向
き
な
心
情
の
分
析
を
通
し
て
、
解
釈
学
に
於
け
る
「
生
の
解

釈
」
に
一
つ
の
大
ぎ
な
新
生
面
を
切
り
開
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
も
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ボ
ル
ノ
ウ
の
功
績
は
、
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ル
ノ
ウ
が
、
外
界
を
「
敵
意
に
満
ち
た
世
界
の
威
嚇
的
な
異
様
性
」
と
決
め
つ
け
、
そ
の
状
態
か
ら
人
間
を
保
護
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す
る
た
め
に
、
勇
気
を
も
っ
て
、
外
界
を
人
間
の
居
住
空
間
に
す
る
こ
と
を
自
己
の
哲
学
の
中
心
に
据
え
る
の
な
ら
、
そ
し
て
又
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

人
間
の
営
み
を
「
根
本
力
学
」
と
ま
で
言
う
の
な
ら
、
当
然
、
大
自
然
と
人
間
と
の
関
り
方
に
、
技
術
の
問
題
が
入
っ
て
来
る
は
ず
で
あ

る
。
外
的
空
間
を
、
人
間
が
そ
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
空
間
た
る
「
す
ご
や
か
な
る
世
界
」
に
す
る
た
め
に
、
彼
は
「
技
術
」
を
認
め

る
の
か
ど
う
か
。
人
間
性
と
外
的
空
間
た
る
自
然
を
ど
う
捉
え
る
か
が
、
実
は
、
現
代
の
学
問
に
於
け
る
根
本
問
題
な
の
で
あ
る
。
ボ
ル

ノ
ゥ
人
聞
学
に
於
い
て
は
、
人
間
と
外
的
自
然
と
の
関
係
は
、
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

W
　
ボ
ル
ノ
ウ
の
自
然
観

　
ボ
ル
ノ
ウ
の
自
然
観
は
、
　
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
（
年
奮
ロ
巳
器
ロ
臼
〉
匿
き
④
）
』
に
於
い
て
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
語
ら
れ

て
い
る
（
5
5
）
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
ル
ソ
ー
（
冒
一
゜
園
8
ω
ω
⑦
費
）
の
「
自
然
に
還
れ
」
と
い
う
命
題
と
際
立
っ
た
対
立
を
成
し
て
い
る
「
文
化
に

還
れ
」
と
い
う
ゲ
ー
レ
ン
（
〉
°
　
∩
｝
Φ
げ
一
Φ
コ
）
の
説
（
5
6
）
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
自
己
の
自
然
観
を
語
る
。
こ
の
論
脈
に
必
要
な
範
囲

内
で
、
ゲ
ー
レ
ン
の
説
の
解
釈
か
ら
、
ボ
ル
ノ
ゥ
の
自
然
観
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ゲ
ー
レ
ン
は
、
　
「
自
然
に
還
れ
」
と
い
う
叫
び
は
非
常
に
危
険
で
、
我
々
を
未
開
化
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
人
間
は
衝
動
的
で
移
り
気
な

信
頼
で
き
ぬ
存
在
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
う
。
文
化
批
判
は
、
こ
の
制
度
を
破
壊
す
る
が
故
に
、
必
然
的
に
、
人
間
を
無
秩
序
に
未
開
化
す

る
と
考
え
（
5
7
）
、
　
「
自
然
に
還
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
は
幻
想
に
基
づ
い
て
い
る
（
5
8
）
」
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ぽ
、
人
間
は
、
　
「
元

来
文
化
的
生
物
な
の
で
あ
り
（
5
8
）
」
　
「
人
間
は
た
だ
不
完
全
な
生
物
と
し
て
、
た
だ
人
工
的
に
消
毒
さ
れ
、
便
利
に
作
ら
れ
、
人
間
に
よ

っ
て
生
活
に
役
立
つ
よ
う
に
作
り
変
え
ら
れ
た
自
然
の
中
に
於
い
て
の
み
（
5
9
）
」
「
つ
ま
り
文
化
の
中
に
於
い
て
の
み
生
存
可
能
な
の
で
あ

り
、
人
間
の
野
獣
の
形
態
は
決
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
（
6
0
）
。
」
従
っ
て
、
　
「
自
然
と
し
て
描
か
れ
て
来
た
も
の
は
、
　
一
定
の
歴
史
的
状
況

下
で
描
か
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
全
く
歴
史
的
に
制
約
を
受
け
た
希
望
像
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ル
ソ
ー
の
自
然
は
、
そ
の
全
き
本

質
に
於
い
て
、
十
八
世
紀
の
精
神
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
6
1
）
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
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ボ
ル
ノ
ウ
は
、
本
質
的
に
ゲ
ー
レ
ン
の
説
に
賛
同
し
、
　
「
こ
の
偏
頗
な
自
然
は
、
人
々
が
自
然
の
救
い
に
よ
っ
て
対
抗
し
よ
う
と
し
た

因
襲
と
全
く
同
様
に
、
不
自
然
に
文
化
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
6
2
）
」
と
い
う
ゲ
ー
レ
ン
の
言
葉
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
（
6
3
）
。
ボ
ル

ノ
ゥ
は
、
ゲ
ー
レ
ン
の
思
想
を
支
持
し
て
、
　
「
失
わ
れ
た
楽
園
へ
の
復
帰
は
、
確
か
に
一
つ
の
幻
想
で
あ
る
（
6
4
）
」
と
言
う
。
し
か
し
、

「
か
と
言
っ
て
“
自
然
に
還
れ
”
と
い
う
叫
び
は
、
そ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
自
然
が
決
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
自
己
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
価
値
な
き
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
（
6
4
）
」
と

い
う
疑
問
を
は
さ
む
。
そ
し
て
、
「
〈
自
然
な
る
も
の
〉
と
し
て
の
秩
序
は
、
い
つ
か
又
因
襲
的
な
も
の
と
な
り
、
又
〈
自
然
的
な
も
の
と

し
て
人
目
を
ひ
く
〉
新
し
い
形
式
が
そ
れ
に
と
っ
て
変
わ
る
（
6
5
）
」
と
い
う
、
ゲ
ー
レ
ン
の
循
環
プ
ロ
セ
ス
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
（
6
6
）
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
循
環
プ
ロ
セ
ス
に
於
い
て
、
ゲ
ー
レ
ン
は
、
　
「
自
然
的
」
と
い
う
言
葉
を
、
二
重
の
意
味
に
使
っ
て
い
る

と
い
う
（
6
7
）
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
　
「
ル
ソ
ー
が
自
然
と
し
て
求
め
た
も
の
は
疑
い
も
な
く
自
明
な
も
の
で
は
な
く
、
　
自
明
な
も
の
と
思
わ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
る
も
の
か
ら
努
力
し
て
獲
得
さ
れ
る
べ
き
究
極
の
基
盤
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
即
ち
「
疑
い
な
く
受
け
と
ら
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
で

　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
自
然
的
と
根
源
的
と
い
う
意
味
で
の
自
然
的
と
は
、
明
確
に
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
傍
点
筆
者
）
（
6
8
）
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
こ

の
二
つ
の
自
然
の
同
一
視
に
対
し
て
、
ゲ
ー
レ
ン
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
言
う
、
　
「
彼
は
、
自
然
に
還
る
と
い
う
ル
ソ
ー

の
意
志
を
、
一
般
精
神
史
的
変
遷
の
中
の
特
例
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
（
6
8
）
。
」
「
人
間
は
、

ど
の
瞬
間
に
も
無
秩
序
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
人
間
は
、
ど
の
瞬
間
に
も
人
間
文
化
の
秩
序
を
、
無
秩
序
か
ら
新
ら
た
に
勝
ち
と

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
6
9
）
」
こ
こ
か
ら
、
人
間
に
対
す
る
対
比
的
な
二
つ
の
見
解
が
生
じ
る
と
言
う
。
即
ち
、
　
二
つ
は
両
者
と
も
、
人
間
を

か
く
れ
た
本
質
的
根
底
に
関
係
づ
け
、
他
は
両
者
と
も
、
人
間
を
”
自
然
”
の
名
で
表
示
す
る
の
で
あ
る
（
7
0
）
。
L

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
　
「
ゲ
ー
レ
ン
が
“
自
然
”
の
名
で
理
解
し
て
い
る
も
の
は
、
　
ル
ソ
ー
と
は
本
質
的
に
異
っ
て
し
ま
っ
た
（
7
0
）
」
こ
と
を

指
摘
す
る
。
彼
の
自
然
概
念
は
、
一
九
世
紀
の
自
然
主
義
（
な
か
ん
ず
く
フ
・
イ
ト
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
「
自

然
は
も
は
や
、
最
も
個
性
的
な
可
能
性
と
し
て
で
は
な
く
、
彼
の
最
も
強
力
な
脅
威
と
し
て
現
わ
れ
る
（
7
0
）
」
と
言
う
。
そ
し
て
更
に
、
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「
多
義
の
”
自
然
”
と
い
う
言
葉
が
曖
昧
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
た
だ
わ
ず
か
の
部
分
で
関
連
す
る
に
す
ぎ
な
い
二
つ
の
事
が
、

即
ち
、
衝
動
の
無
秩
序
的
底
層
と
、
人
間
の
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
と
が
一
緒
く
た
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
か
け
の

統
一
は
、
そ
の
時
々
に
”
自
然
”
が
意
味
す
る
も
の
を
、
も
っ
と
鋭
く
観
察
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
解
消
す
る
（
傍
点
筆
者
）
（
7
0
）
」
と
言
う
。

ボ
ル
ノ
ウ
に
よ
れ
ば
、
　
「
人
は
文
化
を
な
に
が
な
ん
で
も
拒
否
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
頽
廃
か
ら
文
化
の
真
の
形
態
に
む
ど
そ
う
と
欲

し
た
（
7
1
）
」
の
だ
と
し
、
一
九
世
紀
、
二
十
世
紀
の
文
化
批
判
も
そ
う
し
た
も
の
だ
と
評
価
し
、
そ
の
根
抵
に
お
い
て
、
　
「
ま
た
す
で
に

ル
ソ
ー
自
身
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
（
7
1
）
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
レ
ン
は
、
　
「
堕
落
し
た
生
の
形
態
（
7
1
）
」
を
人
間
の
本
質
的
根
源

へ
復
帰
さ
せ
よ
う
と
し
て
「
文
化
に
還
れ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
復
帰
の
性
格
か
ら
、
彼
の
説
は
、
　
「
最
初
の
見
せ
か
け
ほ
ど
、

文
化
批
判
と
離
れ
て
い
な
い
（
7
1
）
」
と
言
う
。
そ
し
て
結
論
づ
け
て
、
ゲ
ー
レ
ン
も
結
局
は
「
情
熱
的
な
文
化
批
判
家
で
あ
る
（
7
2
）
」
と
言

う
の
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
レ
ン
の
立
場
を
「
根
源
へ
の
復
帰
」
と
い
う
こ
と
か
ら
認
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
、
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
も
、
ル
ソ
i
的
自
然
を

人
間
が
調
和
す
る
対
象
と
し
て
の
自
然
と
は
見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ボ
ル
ノ
ウ
の
捉
え
た
「
自
然
も
、
一

九
世
紀
の
自
然
主
義
に
よ
っ
て
特
微
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
自
然
概
念
に
、
い
っ
そ
う
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
に
ボ
ル
ノ
ウ
は
、

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
於
い
て
、
深
層
心
理
学
、
そ
れ
も
特
に
フ
ロ
イ
ト
（
ω
゜
男
【
g
畠
）
に
重
点
を
置
い
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

V
　
ボ
ル
ノ
ウ
の
「
希
望
」
の
概
念

　
私
は
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
自
然
把
握
に
不
満
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
せ
っ
か
く
ル
ソ
ー
の
”
自
然
に
還
れ
”
と
い
う
問
題
を
持
ち
出
し
な

が
ら
、
そ
れ
を
最
終
的
に
は
、
個
人
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
大
自
然
と
人
間
と
の
関
係
に
は
、
そ
れ
以
上
立
ち
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼

は
、
　
ル
ソ
ー
の
”
自
然
に
還
れ
”
と
い
う
叫
び
を
理
性
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の
自
然
概
念
を
「
啓
蒙
主
義
の
生
ん
だ
子
（
7
3
）
」
と

称
す
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
既
に
い
つ
も
堕
落
の
状
態
に
あ
っ
た
限
り
に
於
い
て
、
そ
の
”
自
然
に
還
れ
”
と
い
う
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叫
び
は
、
む
し
ろ
実
存
哲
学
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
ボ
ル
ノ
ウ
に
よ
れ
ぽ
、
根
源
へ
の
復
帰
は
、
　
「
あ
る
過
去
の
状
態
の
再
成
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
生
活
の
中
に
含

ま
れ
、
た
だ
隠
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
本
質
的
根
源
へ
の
時
間
を
超
越
し
て
理
解
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
方
向
転
換
を
意
味
（
7
4
）
」
す
る
の
で

あ
り
、
そ
の
根
源
性
は
、
　
「
い
か
な
る
時
代
で
も
、
人
間
に
自
明
な
も
の
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
状
態
で
は
な
く
、
ど
ん
な
時
代
で
も
、

人
間
に
課
せ
ら
れ
た
一
つ
の
課
題
（
7
5
）
」
な
の
で
あ
る
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
の
本
質
的
根
源
性
を
、
「
人
間
に
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
た
状
態
（
7
5
）
」
と
し
て
捉
え
、
「
人
間
の
自
己
発
展
の
プ
ロ

セ
ス
の
目
標
（
7
5
）
」
と
し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
到
達
す
る
道
は
、
単
な
る
連
続
的
な
進
歩
で
は
な
く
、
非
連
続
的
な
前
進
だ
と

言
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
　
「
ひ
と
り
で
に
生
起
す
る
頽
廃
傾
向
と
、
意
志
の
完
全
な
緊
張
に
お
い
て
の
み
効
果
を
あ
げ
得
る
反
作
用
と
の

拮
抗
作
用
の
な
か
に
、
我
々
は
人
間
の
生
を
把
握
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
（
7
6
）
」
と
言
う
。
こ
こ
か
ら
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
「
根
源
へ
の
復
帰
」

と
し
て
の
「
生
の
若
返
り
」
を
問
題
に
す
る
（
7
7
）
。
ボ
ル
ノ
ウ
に
し
て
み
れ
ぽ
、
　
「
生
の
若
返
り
」
は
、
　
「
文
化
批
判
の
考
察
と
、
文
化

批
判
に
対
す
る
批
判
の
考
察
が
目
指
す
終
着
点
で
あ
り
（
7
8
）
」
、
そ
の
終
着
点
は
、
「
人
間
の
現
存
在
の
根
本
規
定
と
し
て
の
、
従
っ
て

又
、
根
本
的
な
教
育
問
題
と
し
て
の
若
返
り
（
7
8
）
」
な
の
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
言
う
「
私
は
、
若
返
り
の
概
念
で
も
っ
て
、
人
間
の
生

の
決
定
的
規
定
が
洞
察
さ
れ
、
こ
の
規
定
な
し
に
は
、
人
間
の
生
は
決
し
て
充
分
に
把
握
で
き
な
い
と
確
信
し
て
い
る
（
7
9
）
。
」
そ
し
て
結

論
づ
け
て
言
う
「
若
返
り
は
根
源
へ
の
こ
の
よ
う
な
復
帰
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
は
た
だ
、
自
己
の
不
断
に
更
新
す
る
若
返
り
の
道

程
に
於
い
て
の
み
、
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
8
0
）
。
」

　
さ
て
、
我
々
は
先
に
ボ
ル
ノ
ウ
が
自
然
に
於
け
る
“
多
義
性
”
か
ら
、
特
に
二
つ
を
選
び
出
し
て
、
　
「
衝
動
の
無
秩
序
的
底
層
」
と

「
人
間
の
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
（
8
1
）
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
ボ
ル
ノ
ウ
の
そ
う
し
た
見
解
は
、
人
間
性
を

　
「
物
質
的
1
1
自
然
的
欲
求
部
分
」
と
「
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
部
分
」
と
の
二
元
論
か
ら
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
　
「
人
間
学
」
と
し
て
、
全
体
的
な
人
間
を
捉
え
よ
う
と
し
な
が
ら
、
い
つ
し
か
人
間
を
「
衝
動
の
無
秩
序
的
底
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層
」
と
「
人
間
の
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
」
と
い
う
二
つ
の
異
っ
た
層
に
分
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
が
実
存
主
義
に
影

響
さ
れ
て
使
う
「
根
源
へ
の
復
帰
」
　
「
若
返
り
」
の
方
法
論
に
は
、
ど
う
も
こ
の
二
つ
の
自
然
概
念
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即

ち
、
こ
の
二
つ
の
「
自
然
」
に
あ
っ
て
、
根
源
的
な
も
の
は
、
明
ら
か
に
「
人
間
の
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
「
衝
動
の
無
秩
序
的
底
層
」
と
「
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
」
の
二
つ
は
、
人
間
の
自
然
と
し
て
、
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
並
列
的
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
価
値
的
序
列
が
あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
　
「
無
秩
序
」

と
い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
「
無
秩
序
」
と
は
、
価
値
的
に
高
い
「
秩
序
」
に
対
し
て
の
言
葉
だ
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て

「
求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
」
と
は
、
一
つ
の
価
値
的
に
高
い
「
秩
序
」
で
あ
る
と
い
う
帰
結
に
な
る
。
そ
れ
が
一
体
、
何
の
「
秩

序
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
「
秩
序
」
こ
そ
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
原
理
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
「
秩
序
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
体
系
か
ら
来
る
「
秩
序
」
を
意
味
す
る
と
思
う
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
実
存
哲
学
を
説
明

し
た
個
所
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
　
「
実
存
哲
学
は
、
一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
の
特
定
の
解
釈
か
ら
出
て
い
る
の
で
、
実
存
哲
学
の
諸

概
念
を
、
そ
れ
に
対
応
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
概
念
－
実
存
哲
学
の
概
念
が
由
来
し
て
い
る
諸
概
念
　
　
か
ら
照
ら
し
て
み
る
こ
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
理
解
の
助
け
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
実
存
す
る
こ
と
へ
の
関
心
を
、
魂
の
救
済
に
関
す
る
憂
慮
か
ら

理
解
す
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
（
8
2
）
。
」
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
実
存
主
義
に
影
響
さ
れ
、
「
根
源
へ
の
復
帰
」
を
自
己
の
哲
学
の
原
理
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
結
局
実
存
主
義
的
な
概
念
と
同
質
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
を
支
え
る
根
抵
は
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
魂
の
救
済
で
あ
り
、
彼
の
思
想
の
中
核
は
、
や
は
り
キ
リ
ス
ト
教
的
な
概
念
に
よ
っ
て
色
ど
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
彼
の
哲
学
は
、
や
は
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
い
う
自
己
の
宗
教
的
立
場
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
書
物
の
中
に
、
彼
自
身
が
使

う
「
神
」
と
い
う
言
葉
を
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
究
極
的
に
は
デ
カ
ル
ト
（
即
U
Φ
ω
8
H
け
①
ω
）
以
来
の
二
元

論
的
立
場
を
抜
け
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
来
れ
ぽ
、
　
「
数
学
的
空
間
」
が
、
デ
カ
ル
ト
的
「
延
長
す
る
物
質
」
の
空
間
化



を
意
味
し
、
　
「
体
験
さ
れ
た
空
間
」
が
、
デ
カ
ル
ト
的
「
思
惟
す
る
実
体
」
の
空
間
的
拡
張
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
く
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
　
「
信
頼
」
を
哲
学
の
よ
り
所
と
し
、
　
「
希
望
」
と
い
う
価
値
的
方
向
を
時
間
に
与
え
る
。
　
「
希
望
」
と
は
、
　
「
挫
折
」

と
い
う
よ
う
な
、
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
に
対
し
て
で
は
な
く
、
価
値
的
時
間
展
望
に
於
い
て
、
時
の
流
れ
を
見
る
概
念
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ

の
考
え
る
「
希
望
」
と
は
、
結
局
、
　
「
体
験
さ
れ
た
空
間
」
の
限
り
な
き
拡
張
に
よ
っ
て
、
　
「
数
学
的
空
間
」
が
狭
め
ら
れ
、
遂
に
は
、

「
数
学
的
空
間
」
が
「
体
験
さ
れ
た
空
間
」
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
た
理
想
的
な
、
謂
ば
「
神
の
国
」
へ
の
時
間
的
推
移
を
意
味
し
て

い
た
と
想
定
し
得
る
。
そ
の
「
神
の
国
」
こ
そ
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
求
め
る
「
平
和
な
世
界
（
8
3
）
」
な
の
で
あ
り
、
「
す
ご
や
、
か
な
る
世
界
」
な

の
で
あ
る
（
8
4
）
。

　
人
間
が
、
こ
の
現
実
か
ら
、
そ
の
理
想
的
状
態
た
る
「
神
の
国
」
に
向
う
時
間
の
流
れ
を
「
希
望
」
と
い
う
概
念
で
呼
ん
だ
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
即
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
も
と
に
、
悪
た
る
物
質
の
世
界
を
、
精
神
的
に
満
た
し
得
る
と
い
う
信
仰
の
立
場
が
、
ボ

ル
ノ
ウ
の
「
希
望
」
の
概
念
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
考
え
る
時
、
ボ
ル
ノ
ウ
も
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
神
学
の
変
形
さ
れ
た
立
場
か
ら

発
言
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
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W
　
ボ
ル
ノ
ウ
に
於
け
る
「
認
識
」
の
構
造

　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
こ
の
「
希
望
」
を
達
成
さ
せ
る
使
命
を
、
自
己
の
教
育
学
に
見
る
。
従
っ
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
教
育
学
も
、
究
極
的
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
認
識
論
の
域
を
出
て
い
な
い
。
即
ち
、
　
「
思
惟
す
る
実
体
」
と
し
て
の
神
的
部
分
（
皿
精
神
的
）
の
陶
冶
が
、
教
育

の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ボ
ル
ノ
ウ
に
於
い
て
は
、
　
「
判
断
力
へ
の
教
育
」
と
い
う
言
葉
で
言
い
表
わ
さ
れ
て
い

る
（
8
5
）
。
そ
し
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
に
よ
れ
ぽ
、
そ
の
原
理
は
「
批
判
」
な
の
で
あ
る
。
　
「
批
判
は
、
た
だ
人
間
の
不
完
全
の
ゆ
え
に
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
で
あ
ろ
う
（
8
6
）
」
と
い
う
ボ
ル
ノ
ウ
の
言
葉
の
中
に
も
、
人
聞
の
神
に
対
す
る
不
完
全
性
と
い
う
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
る
。

ボ
ル
ノ
ウ
は
、
自
己
の
認
識
論
の
方
法
を
「
解
釈
学
的
認
識
論
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
成
り
立
た
せ
る
の
が
、
批
判
的
努
力
な
の
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で
あ
る
（
即
）
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
に
よ
れ
ば
、
　
「
真
理
は
、
決
し
て
、
ま
だ
触
れ
て
い
な
い
領
域
で
の
“
無
前
提
な
”
構
成
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
る
の
で
は
な

い
（
8
8
）
。
」
む
し
ろ
「
真
理
を
め
ぐ
る
こ
の
緊
張
し
た
批
判
的
努
力
に
お
い
て
の
み
、
人
間
は
自
己
の
人
間
的
核
心
に
お
い
て
成
長
す
る
（
8
9
）
」

と
い
う
。
批
判
的
な
考
慮
に
よ
っ
て
意
見
を
獲
得
し
、
自
由
に
意
見
を
主
張
す
る
能
力
を
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
「
判
断
力
」
と
名
づ
け
る
（
8
9
）
。

ボ
ル
ノ
ウ
は
、
現
代
教
育
の
課
題
を
「
自
己
教
育
」
に
見
る
。
そ
し
て
、
判
断
形
式
を
「
一
つ
の
道
徳
的
行
為
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
目

標
を
、
カ
ン
ト
（
H
．
内
き
け
）
が
啓
蒙
主
義
の
目
標
を
そ
こ
に
見
た
と
こ
ろ
の
「
成
長
の
状
態
」
と
一
致
さ
せ
る
（
8
9
）
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
言
う

「
我
々
は
今
日
お
そ
ら
く
新
ら
た
に
高
ま
る
啓
蒙
主
義
時
代
を
信
ず
る
ほ
ど
、
　
そ
ん
な
に
楽
天
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
我

々
固
有
の
魂
の
孤
独
の
中
で
、
こ
の
啓
蒙
主
義
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
私
に
は
以
前
に
も
増
し
て
、
緊
迫
し
た
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
（
8
9
）
。
」

　
私
は
、
　
「
判
断
力
へ
の
教
育
」
と
し
て
、
新
ら
し
い
「
啓
蒙
主
義
」
を
指
向
す
る
ボ
ル
ノ
ウ
教
育
学
の
方
向
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
な
い

と
思
う
。
た
だ
、
こ
の
考
え
方
は
、
主
知
偏
重
の
現
代
教
育
に
連
ら
な
る
一
面
を
持
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
判
断
力
を
支
え
る
「
批
判
能
力
の
動
的
意
味
」
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
そ
の
動
的
機
能
を
実
存
主
義
に

影
響
さ
れ
て
、
　
「
生
の
真
の
本
質
を
回
復
す
る
こ
と
（
9
0
）
」
と
し
て
捉
え
る
。
そ
れ
は
、
個
人
の
生
が
固
定
化
す
る
こ
と
か
ら
の
「
若
返

り
」
と
し
て
の
「
根
源
へ
の
復
帰
」
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
「
根
源
へ
復
帰
」
す
る
意
味
が
、
価
値
の
低
き
「
衝
動
の
無
秩
序
的
底

層
」
の
欲
求
を
否
定
し
て
、
　
「
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
た
状
態
」
と
し
て
の
「
人
間
の
自
己
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
の
目
標
」
た
る
「
人
間
の

求
め
ら
れ
て
い
る
本
質
的
根
源
」
へ
と
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
、
禁
欲
主
義
的
西
洋
中
世
教
育
と

一
体
、
ど
れ
だ
け
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
教
育
の
過
程
に
於
い
て
、
人
間
の
中
に
あ
る
”
自
然
と
し
て
の
あ
り

様
”
即
ち
動
物
的
「
生
物
と
し
て
の
あ
り
様
」
が
、
単
に
悪
と
し
て
否
定
さ
れ
る
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
て
い
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
教
育
学
は
、

そ
の
認
識
の
過
程
に
於
い
て
、
心
身
二
元
論
か
ら
、
身
体
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
主
知
偏
重
に
陥
る
危
険
性
を
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
的
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世
界
観
に
よ
る
教
育
と
同
様
、
内
在
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
の
中
心
が
、
外
界
を
人
間
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
原
理
を
人
間
の
能
力
た
る
「
判
断
力
」
に
見
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
積
極
的
に
論
じ
て
は
い
な
い
に
し
て
も
、
近
代
以
降
の
科
学
技
術
を
認
め
、
あ
る
意
味
で
は
そ
の
発
展
を
如
実
に

評
価
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
逆
説
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
以
後
の
科
学
技
術
の
進
歩
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
ボ
ル
ノ

ウ
哲
学
は
そ
の
存
立
の
基
盤
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
奇
異
に
響
く
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
ボ
ル
ノ
ウ
も
実
は
、
人
間
に
よ
る

大
自
然
（
1
1
物
質
世
界
）
の
支
配
と
い
う
、
伝
統
的
な
西
欧
科
学
主
義
の
立
場
を
超
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
否
、
む
し
ろ
、
そ
の
典
型

的
な
哲
学
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
に
於
い
て
は
、
近
代
科
学
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
で
あ
っ
た
「
理
性
」
が
、
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
な
い

ま
で
も
、
そ
の
位
置
に
は
、
　
「
判
断
力
」
と
い
う
批
判
力
に
育
ま
れ
る
、
人
間
の
精
神
力
が
置
か
れ
て
い
る
。
　
「
理
性
」
が
、
多
分
に
人

間
に
内
在
す
る
実
体
能
力
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
言
う
「
判
断
力
」
と
は
、
動
的
な
能
力
で
あ
る
。
静
的

な
実
体
的
色
彩
の
強
い
「
理
性
」
を
、
動
的
能
力
た
る
「
判
断
力
」
と
し
て
捉
え
直
し
た
点
は
、
さ
す
が
ボ
ル
ノ
ウ
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
「
判
断
力
」
が
、
外
界
を
人
間
の
支
配
下
と
す
る
過
程
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
と
し
て
、
人
間
存
在
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
、
伝
統
的
西
欧
科
学
主
義
の
立
場
と
同
一
で
あ
る
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
根
本
問
題
は
、
正
に
こ
の
点
に
存
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
即
ち
、
近
代
西
欧
科
学
主
義
が
、
種
々
な
る
問
題
を
生

じ
せ
し
め
た
現
代
に
あ
っ
て
、
一
応
そ
の
立
場
に
反
対
し
つ
つ
、
根
抵
で
は
そ
の
主
義
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
矛
盾

だ
か
ら
で
あ
る
。
現
代
の
種
々
な
る
問
題
が
、
科
学
技
術
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
修
正
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
得
る
に
し
て
も
、
も
は

や
科
学
技
術
に
よ
っ
て
は
解
決
さ
れ
得
な
い
に
し
て
も
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
運
命
は
、
西
欧
科
学
主
義
の
運
命
と
実
は
同
一
の
道
を
歩

ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
問
題
を
論
じ
る
こ
と
を
極
力
避
け
、
ひ
た
す
ら
、
人
間
を
支
え
る
「
人
間
学
的
諸
徳
性
」
の

研
究
に
従
事
し
た
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
は
、
あ
た
か
も
科
学
主
義
の
運
命
か
ら
は
自
由
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
は
、

実
は
そ
の
一
番
深
い
部
分
に
於
い
て
、
そ
の
主
義
と
運
命
を
共
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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科
学
主
義
の
運
命
が
い
か
な
る
道
を
た
ど
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
こ
の
論
稿
の
目
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
現
代
大
き
な
波
紋

と
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
西
欧
科
学
主
義
と
運
命
を
共
に
し
て
い
る
と
い
う
点
に
、
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
あ
る
種
の
限
界
が
横
た
わ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
更
に
は
、
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
が
、
科
学
技
術
に
対
し
て
見
解
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
、

ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
の
根
本
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

W
　
ボ
ル
ノ
ウ
人
間
学
に
於
け
る
根
本
問
題

　
現
代
に
於
け
る
人
間
存
在
の
問
題
は
、
単
に
人
間
文
化
社
会
の
問
題
と
し
て
の
み
解
決
し
得
な
い
面
を
、
は
っ
き
り
と
我
々
に
示
し
て

来
た
。
即
ち
、
近
代
科
学
技
術
の
発
展
が
、
人
間
の
た
め
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
我
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
生
活
に
潤
い
を
与

え
た
と
同
時
に
、
そ
の
同
じ
科
学
技
術
が
、
人
間
存
在
を
根
抵
か
ら
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
我
々
の
前
に
現
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
人
間
文
化
社
会
の
問
題
で
あ
る
と
共
に
、
大
自
然
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
自
然
観
の
問
題
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
。
謂

ぽ
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
根
本
的
に
問
い
直
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
科
学
の
発
展
に
と
も
な
い
、
技
術
は
大
自
然
を
人
間
生
活
の
た
め
に
造
り
変
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
技
術
は
人
間

生
活
に
奉
仕
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
大
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
乱
す
こ
と
を
余
義
な
く
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
結
局
は
、
大
自
然
の
破

壊
に
連
ら
な
り
、
大
自
然
の
汚
染
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
現
代
人
は
、
二
重
の
意
味
で
危
険
な
状
態

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
水
爆
・
原
爆
と
い
う
よ
う
な
、
人
類
の
生
存
を
根
抵
か
ら
脅
か
す
武
器
に
と
り
巻
か
れ
、
極
度
に
複

雑
化
し
た
生
活
の
中
で
、
大
自
然
の
美
し
さ
を
味
わ
う
機
会
を
喪
失
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
外
的
大
自
然
の
破
壊
喪
失
は
、
人

間
の
内
面
性
の
破
壊
を
も
生
む
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
性
と
は
、
内
面
に
於
け
る
大
自
然
の
一
部
だ
か
ら
で
あ
る
。
外
的
自
然
性
の
破
壊

は
、
内
的
自
然
性
（
口
人
間
性
）
の
破
壊
に
通
じ
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外
的
大
自
然
も
内
的
人
間
性
も
同
じ
自
然
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
り
、
実
は
、
大
自
然
を
支
配
す
る
同
一
の
サ
イ
ク
ル
に
逆
ら
え
な
い
存
在
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
間
存
在
と
い
え
ど
も
、
自
然
と
し
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マ
　
　
ゐ

て
は
全
く
他
の
自
然
と
同
価
値
の
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
現
わ
れ
方
の
形
式
が
違
う
だ
け
で
あ
る
。
形
式
が
異
な
る
以
上
、
そ
こ
に
は
確

か
に
「
質
」
と
「
量
」
の
差
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
同
時
に
「
価
値
」
の
差
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
は
、
こ
の
問
題
に
ど
う
対
処
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の
ま
ま
で
は
、
個
人
と
大
自
然
と
の
関
係
か
ら
生
じ
て
来
る
問
題

を
解
き
、
よ
り
よ
き
未
来
へ
の
道
を
、
我
々
に
示
唆
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
私
は
、
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
、
自
己
の
哲
学
の
弱
点

が
、
個
人
と
全
体
と
の
通
路
づ
け
に
あ
る
こ
と
は
気
づ
い
て
い
る
と
思
う
。
ボ
ル
ノ
ウ
ほ
ど
の
哲
学
者
は
、
か
な
り
の
論
敵
も
も
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
学
者
が
、
共
通
し
て
指
摘
す
る
の
は
、
　
「
す
ご
や
か
な
る
世
界
」
へ
至
る
原
理
を
、
個
人
的
心
情
の
高
揚
に
の
み
求
め
て

い
る
点
で
あ
る
（
9
1
）
。

　
確
か
に
、
ボ
ル
ノ
ウ
哲
学
に
於
い
て
、
個
人
と
政
治
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
論
述
は
稀
薄
で
あ
る
。
し
か
し
、

私
は
そ
の
点
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
で
あ
り
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
行
っ
た
よ
う
な
「
原
理
的
教
育
連
関
の
地
味
な
考
察
（
9
2
）
」

こ
そ
、
政
治
学
に
流
れ
ず
、
社
会
学
に
な
ら
ず
し
て
、
一
個
の
学
と
し
て
の
教
育
学
を
支
え
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
思
う
。
従
っ
て
私

は
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
教
育
学
者
と
し
て
の
功
績
は
、
高
く
評
価
す
る
し
、
彼
の
教
育
連
関
に
於
け
る
情
感
的
前
提
の
強
調
は
、
今
後
の
教
育

学
の
進
展
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
信
じ
る
。

　
た
だ
、
私
が
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
現
代
求
め
ら
れ
て
い
る
人
間
の
「
あ
り
方
」
は
、
も
は
や
自
然
を
征
服
し
、
自
然
を
自
己
の

支
配
下
に
置
こ
う
と
す
る
人
間
像
で
は
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
征
服
さ
れ
、
人
間
の
支
配
下
と
な
っ
た
自
然

は
、
人
間
の
本
性
（
1
1
動
物
的
自
然
）
と
異
質
な
る
も
の
と
な
っ
て
人
間
を
と
り
巻
ぎ
、
逆
に
人
間
に
対
し
て
敵
対
す
る
一
面
を
も
つ
よ
う

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
謂
ゆ
る
「
人
間
疎
外
（
国
暮
蹄
Φ
日
含
ロ
σ
q
）
」
の
概
念
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
更
に
は
、
全
く
自
然
と
は
異
質

に
な
っ
た
物
質
が
、
人
間
と
い
う
動
物
の
中
に
入
り
込
み
、
様
々
な
拒
否
反
応
を
起
こ
さ
せ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
に
於

け
る
人
類
の
緊
迫
し
た
問
題
で
あ
る
。
人
類
が
、
こ
の
ま
ま
地
球
上
に
存
在
し
得
る
か
否
か
の
分
岐
点
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

．
こ
う
し
た
現
代
の
多
く
の
問
題
に
囲
ま
れ
た
危
機
的
状
態
の
中
で
、
人
々
は
、
よ
う
や
く
教
育
の
も
つ
意
味
を
反
省
し
、
教
育
に
大
き
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な
期
待
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
こ
う
し
た
現
実
の
相
の
真
中
に
あ
っ
て
、
現
代
人
が
寄
せ
て
い
る
教
育
へ
の
関
心
が
、
客
観
性

を
唯
一
の
規
準
と
し
、
客
観
的
記
述
を
目
標
と
す
る
従
来
的
な
教
育
学
の
方
法
論
に
よ
っ
て
、
取
り
扱
わ
れ
得
る
と
は
、
ど
う
し
て
も
考

え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
教
育
学
が
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
育
四
段
階
説
的
な
見
解
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
と
は
言
え

な
い
に
し
て
も
、
そ
の
教
育
理
念
を
支
え
て
い
る
の
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
的
精
神
の
延
長
と
し
て
の
一
九
世
紀
末
、
あ
る
い
は
二
十
世
紀
初

頭
の
科
学
的
理
性
と
同
性
質
の
人
間
精
神
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
人
間
の
生
自
体
が
瑞
々
し
い
躍
動
を
求
め
、
大
自
然
と
も
共
感
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
に
、
自
ら
の
理
性
に
よ
り
、
そ
の
願
い
を

否
定
す
る
と
い
う
悲
劇
を
、
現
代
人
は
演
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
、
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
気
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
理
性
的
方
法
論
の
弱
点
打
破
を
、
日
夜
考
え
続
け
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ボ
ル
ノ
ウ
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
中
心

が
、
　
「
方
法
論
」
に
置
か
れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
フ
ロ
イ
ト
を
中
心
と
し
た
深
層
心
理
学
の
研
究
は
、
そ
の
糸
口
を
ど

う
に
か
し
て
見
い
出
さ
ん
と
す
る
教
授
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
態
度
で
あ
る
と
も
理
解
し
得
る
。
教
授
が
講
義
の
中
で
も
、
そ
し
て
ゼ

ミ
ナ
1
ル
で
も
、
よ
く
言
っ
て
い
た
言
葉
を
借
り
て
結
び
と
し
た
い
。

　
「
我
々
は
皆
、
な
お
、
古
代
の
初
め
か
ら
中
世
を
経
て
近
代
の
ヨ
ー
巨
ッ
パ
文
化
に
至
る
、
一
つ
の
歴
史
像
の
な
か
で
成
長
し
て
来

た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
像
は
す
で
に
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
時
間
的
に
み
れ
ぽ
視
野
は
ま
す
ま
す
遠
い
時
代
へ
、
ま
す
ま
す
古
い
文
化
へ
と

広
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
代
に
お
け
る
歴
史
の
”
自
然
的
”
始
ま
り
と
い
う
観
念
は
当
を
得
な
い
も
の
と
な
る
の

で
あ
る
。
ど
の
程
度
過
去
に
遡
る
必
要
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
都
度
の
問
題
措
定
次
第
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
層
重
要
な
の
は
空
間
的
な
面
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
植
民
時
代
の
終
焉
に
当
た
っ
て
、
我
々
は
コ
i
巨
ッ

パ
以
外
の
民
族
と
文
化
の
同
等
の
権
利
を
知
っ
て
い
る
し
、
我
々
は
そ
れ
ら
の
民
族
や
文
化
と
の
対
決
に
お
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
は
じ
め

て
、
真
の
人
類
へ
と
成
長
し
て
融
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
視
野
を
他
民
族
へ
拡
大
す
る
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
、
ア
ジ
ア

の
偉
大
な
文
化
へ
視
野
を
拡
大
し
、
ア
ジ
ア
文
化
に
接
し
て
充
実
し
た
人
間
的
な
も
の
の
直
観
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
元
来
、
我
々
の
今



日
の
文
化
構
成
部
分
と
し
て
、

要
で
あ
ろ
う
（
9
3
）
。
」

な
お
随
所
に
我
々
の
心
に
浮
か
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
去
の
局
限
性
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
よ
り
も
、
一
層
重

注
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1

（
1
）
　
ボ
ル
／
ウ
は
、
自
己
の
人
間
学
を
、
　
「
全
教
育
学
を
一
様
に
貫
徹
す
る
原
理
」
と
し
て
捉
え
る
が
、
彼
は
、
　
「
教
育
人
間
学
（
℃
毬
餌
σ
Q
o
ひ
q
剛
8
冨

　
》
昌
些
「
。
o
。
一
。
ぴ
q
一
①
）
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
を
好
ま
ず
、
　
「
教
育
学
に
於
け
る
人
間
学
的
見
方
（
巳
①
ロ
暮
汀
8
9
0
ひ
q
誇
冨
し
d
簿
雷
o
ず
言
コ
σ
q
ω
≦
臥
ω
似

　
一
昌
自
①
「
℃
毬
効
ひ
Q
。
σ
Q
貯
）
」
あ
る
い
は
、
「
人
間
学
的
に
見
た
教
育
学
（
勺
毬
国
σ
q
o
m
q
算
言
餌
耳
貯
8
0
吋
o
ゆ
q
曽
ゴ
興
ω
剛
o
鐸
）
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
（
〈
σ
q
ド

b
」
。
ぎ
。
ぎ
寓
①
夢
。
島
ω
。
冨
℃
忌
N
凶
冨
口
山
巽
霊
畠
α
q
。
ゆ
。
冒
げ
窪
》
暮
鐸
8
。
ざ
管
導
凶
巨
切
ま
§
ゆ
q
ロ
巳
卑
N
尋
ロ
ロ
鱒
一
゜
。
旨
撃
一
8
9
口
゜
津
ω
り
ψ
一
〇
“
。

　
い
）
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
性
一
般
の
教
説
に
関
す
る
、
教
育
学
か
ら
の
寄
与
を
「
教
育
の
（
哲
学
的
）
人
間
学
（
倉
芭
o
ω
8
三
ω
。
7
①
〉
》
9
げ
8
ロ
o
δ
σ
q
一
①

　
α
①
吋
団
R
N
貯
げ
¢
昌
σ
q
）
」
と
名
づ
け
た
い
の
で
あ
る
，
（
じ
口
。
ぎ
o
～
∪
8
四
葺
訂
8
0
δ
σ
q
一
ω
o
げ
o
b
d
卑
冨
o
簿
§
帥
q
ω
署
①
δ
Φ
言
号
『
霊
α
p
ユ
α
q
o
σ
q
凶
ぎ
一
㊤
①
9
ψ
戯
゜
。
°
）

（
2
）
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
次
の
よ
う
に
言
っ
で
い
る
。
「
も
し
、
私
の
哲
学
に
対
し
て
、
最
後
の
総
括
的
な
表
題
を
つ
け
る
と
す
れ
ぽ
、
・
．
私
は
・
・
希
望

　
の
哲
学
（
u
げ
ロ
。
ω
。
ロ
露
①
ユ
①
『
出
。
庸
昌
ロ
コ
α
q
）
」
と
い
う
名
を
つ
け
た
い
。
こ
れ
は
、
私
が
一
九
五
九
年
に
日
本
で
講
演
し
た
題
に
、
小
島
氏
が
選
ん
で

　
く
れ
た
も
の
で
あ
り
、
（
小
島
威
彦
訳
一
九
六
〇
年
）
ま
た
私
の
『
新
し
い
庇
護
性
（
2
窪
①
O
Φ
げ
o
茜
①
暮
簿
）
』
の
ス
ペ
イ
払
語
訳
の
時
に
も
、
こ
の

　
表
題
が
用
い
ら
れ
た
。
．
、
男
ロ
。
。
。
。
賦
餌
α
。
一
四
①
ω
O
①
話
壽
p
。
”
．
訳
者
は
、
》
O
臨
o
ω
罎
巴
ぎ
勲
b
」
q
窪
o
ω
と
「
①
゜
。
一
㊤
①
卜
⊃
°
」
（
b
σ
亀
口
o
ヨ
〉
ロ
昏
N
o
ロ
o
ざ
ぴ
q
曽
冨

　
℃
叫
山
9
α
◎
o
o
自
弾
糟
肖
O
お
”
o
o
」
濠
）

（
3
）
　
ポ
ル
ノ
ウ
の
こ
の
研
究
は
、
　
一
九
四
一
年
『
気
分
の
本
質
（
U
器
を
①
ω
窪
匹
霞
ω
ニ
ヨ
目
ロ
ロ
o
q
）
』
に
発
展
し
、
一
九
六
四
年
に
は
、
・
『
教
育
的
雰

　
囲
気
（
U
団
の
震
魯
σ
Q
。
α
q
ぎ
ゴ
⑦
≧
ヨ
。
ω
旨
騨
。
）
』
と
な
っ
て
、
教
育
学
に
も
導
入
さ
れ
た
。
〔
注
（
9
2
）
参
照
〕

（
4
）
　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
早
く
か
ら
デ
ィ
ル
タ
イ
著
作
全
集
の
出
版
事
業
に
加
わ
り
、
一
九
三
四
年
K
巻
の
『
教
育
学
』
・
を
編
集
出
版
し
、
　
つ
い
で
一
九

　
三
六
年
、
．
そ
の
著
『
デ
ィ
ル
タ
イ
（
U
凶
一
聾
ざ
①
ぎ
Φ
同
ぎ
凄
耳
ロ
コ
σ
q
一
昌
紹
ぎ
①
穿
一
一
〇
ω
8
三
Φ
”
・
一
㊤
G
。
9
ω
》
鼠
一
゜
一
㊤
雪
）
』
を
公
け
に
し
た
。
同
書
五
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九
頁
以
下
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
め
世
界
観
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
「
注
（
3
4
）
も
参
照
の
こ
と
。
－

バ
5
）
・
箭
ル
ノ
ウ
自
身
・
「
ハ
イ
デ
ィ
ガ
｝
と
の
出
会
い
は
、
私
に
と
っ
て
決
定
的
な
分
岐
点
を
意
味
し
た
」
と
言
・
っ
て
い
る
っ
（
H
昆
諺
9
0
三
〇
σ
q
【
碧
7
団
ω
。
冨

　
2
＆
N
Φ
ロ
企
≦
き
償
の
ζ
6
け
〉
邦
訳
『
人
間
学
的
に
見
た
教
育
学
』
浜
田
正
秀
訳
所
収
「
略
伝
」
二
四
九
頁
）
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
の
こ
の
画

　
期
的
な
著
書
に
感
激
し
て
、
一
九
二
八
年
、
・
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
i
（
り
肖
．
　
ω
O
『
①
一
Φ
触
）
に
師
事
す
る
代
り
に
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
ま
で
彼
を
追
い
、
そ
こ
・
で

　
二
学
期
間
学
ん
だ
o
（
甲
・
O
吋
臼
B
o
什
ρ
ω
侍
ロ
α
δ
岱
げ
①
『
山
δ
℃
ま
o
σ
Q
o
σ
Q
δ
o
ず
Φ
〉
ロ
穿
「
o
O
g
o
ひ
q
δ
O
菖
o
閃
ユ
①
山
誌
9
し
u
o
嵩
昌
o
≦
ω
巳
岸
ω
Φ
ぎ
①
「
ω
o
げ
ε
o
「
昌
・

　
∪
δ
゜
。
°
↓
⇔
σ
冒
σ
q
①
P
一
㊤
謡
葡
ω
゜
竃
）
・

（
6
）
．
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
一
九
二
七
年
に
ハ
．
イ
デ
ィ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
が
出
版
さ
れ
る
以
前
に
、
　
一
九
二
五
年
既
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ソ
大
学
に
於

　
い
て
、
．
G
・
ミ
ッ
シ
ュ
、
H
・
ノ
ー
ル
を
聴
講
し
て
い
る
。
　
一
九
二
六
年
、
一
ゼ
メ
ス
タ
ー
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
E
．
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
も
と
で
、

　
哲
学
、
・
美
術
史
を
研
究
し
た
。
更
に
は
、
G
ニ
ミ
ッ
シ
ュ
と
H
・
ノ
ー
・
ル
の
も
と
で
研
究
を
続
行
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
後
す
ぐ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ソ
ゲ

　
ソ
大
学
に
戻
っ
た
。
（
＜
σ
q
「
口
゜
O
冨
B
。
8
℃
。
°
‘
O
°
ω
゜
・
。
－
ω
’
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
，

（
7
）
ρ
§
°
『
い
・
ぎ
・
嘗
出
。
・
。
旨
：
・
亀
『
ぎ
§
・
巨
。
覧
穿
・
》
…
密
§
盆
…
ひ
・
量
∪
蒙
馨
§
島
葺
・
…
目
一
梓
臣
畠
。
・
、
・
、
緯

　
目
巳
国
霧
ω
①
昼
お
ω
『
、
目
津
o
ぎ
①
巳
Z
昌
。
毛
霞
計
N
霞
ρ
諺
珪
「
お
零
゜
（
最
初
は
、
　
、
．
勺
三
δ
の
8
三
ω
鼻
霞
》
嵩
臥
o
q
①
㌦
、
一
露
O
山
9
目
＝
Φ
津
N

　
ロ
巳
守
缶
①
津
ω
に
発
表
さ
れ
た
。
）
な
お
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
ミ
ッ
シ
ュ
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
（
＜
σ
q
r
じ
u
。
ぎ
o
き
0
8
お
寓
M
ω
。
算
N
霞

　
寄
゜
穿
①
訂
α
①
ω
Ω
α
鼠
夷
興
℃
運
゜
ω
゜
9
窪
窪
ω
α
霞
国
日
黄
『
弩
8
し
見
Ω
舞
ぎ
σ
q
Φ
『
口
ロ
一
く
Φ
邑
薮
梓
の
－
N
Φ
巨
躍
く
。
B
卜
。
9
0
串
6
参
ψ
。
。
・
）

（
8
）
　
口
Φ
達
Φ
σ
Q
α
Q
。
ぴ
ω
Φ
ぎ
§
α
N
Φ
置
一
〇
ミ
》
ω
・
認
・

（
9
）
＜
ひ
q
ド
国
匿
。
伊
q
ぴ
q
Φ
び
餌
。
”
°
O
°
ω
」
ω
㎝
・

（
1
0
）
b
d
。
ぎ
。
ぎ
牢
。
幕
霧
ユ
Φ
ω
①
『
喜
け
①
ロ
響
ロ
含
L
互
妻
穿
Φ
一
ヨ
ω
冨
く
窪
雪
く
。
葺
餅
σ
Q
の
＝
①
｛
梓
ω
蔭
・
お
①
P
ψ
蜀

（
1
1
）
〈
ゆ
q
　
b
d
。
ぎ
。
き
〉
暮
訂
8
9
0
σ
q
蓉
冨
憲
岳
ぴ
q
o
σ
Q
量
お
お
”
ω
・
δ
＝
h

（
1
2
）
　
ボ
ル
ノ
ウ
の
実
存
主
義
研
究
は
、
戦
後
の
破
局
に
直
面
し
た
一
九
四
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
実
存
主
義
と
の
強
い
接
触
か
ら
、
　
マ
イ
ン
ッ
大
学
で
再

　
開
さ
れ
る
。
　
一
九
四
二
年
に
『
実
存
主
義
（
国
×
一
曾
Φ
匿
9
一
一
〇
ω
o
o
三
Φ
）
』
を
出
版
し
て
い
た
が
、
そ
の
対
と
し
て
『
フ
ラ
ン
ス
実
存
主
義
（
牢
m
欝
α
ω
，

　
ぎ
冨
「
国
邑
ω
冨
葺
芭
一
ω
8
¢
ρ
お
①
㎝
）
』
執
筆
準
備
の
た
め
一
九
五
五
年
比
較
的
長
期
パ
リ
滞
在
。
リ
ル
ケ
に
っ
い
て
も
t
　
既
に
実
存
主
義
の
観
点
加
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ら
、
研
究
さ
れ
て
お
り
、
　
一
九
五
一
年
に
は
、
『
リ
ル
ケ
゜
（
空
貯
①
）
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
九
年
に
は
、
実
存
主
義
の
成
果
を
教
育
学
に

　
と
り
入
れ
た
画
期
的
な
『
実
存
哲
学
と
教
育
学
（
国
巴
舞
撃
N
9
ま
ω
8
甑
①
ロ
議
℃
鑑
⇔
σ
q
o
σ
q
8
』
が
世
に
出
た
。
ボ
ル
ノ
ウ
の
哲
学
的
関
心
は
、
も

　
と
よ
り
実
存
主
義
克
服
に
あ
る
が
、
そ
れ
も
、
実
存
主
義
研
究
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
な
の
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
初
期
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
の
発
展
を
見
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
は
、
事
実
性
（
団
跳
隷
津
9
、
叶
）
の
解
釈

　
学
を
、
よ
り
尖
鋭
化
し
て
「
現
存
在
の
分
析
論
（
》
5
巴
旨
節
画
①
ω
∪
国
ω
①
ぎ
ω
）
」
　
「
人
間
の
現
存
在
の
解
釈
学
（
国
興
8
魯
Φ
馨
幹
ユ
Φ
ω
目
窪
ω
。
ゴ
腎
冨
昌

U
霧
Φ
ぎ
ω
）
」
ど
し
て
主
題
化
し
、
更
に
は
そ
こ
に
、
生
の
連
関
の
単
な
る
分
析
以
上
の
も
の
を
見
る
。
　
こ
こ
に
、
生
の
哲
学
と
は
全
く
反
対
の
見
方

　
が
開
示
さ
れ
る
に
至
る
。
即
ち
、
事
実
性
は
、
根
源
的
な
も
の
か
ら
の
み
把
握
さ
れ
る
と
考
え
、
世
界
を
存
在
的
な
も
の
盆
m
ω
O
ゴ
静
o
冨
）
ど
存

在
論
的
な
も
の
（
魯
の
O
頃
8
δ
o
Q
野
冨
）
と
に
分
離
す
る
。
ボ
ル
ノ
ウ
に
従
え
ば
、
こ
う
し
た
表
面
と
深
み
と
の
分
離
ば
、
デ
ィ
ル
タ
ぞ
の
解
釈
学
の

　
道
程
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
こ
う
し
た
分
離
に
つ
い
て
行
け
ず
、
彼
の
思
想
と
訣
を
分
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
＜
ひ
q
ド
．
切
魯
8
≦
噛

d
ぴ
興
山
①
達
①
σ
q
σ
q
興
ω
＜
Φ
｝
邸
ぎ
一
ω
N
ロ
内
磐
∬
實
Z
。
器
冒
訂
げ
魯
∩
冨
『
h
貯
類
奮
窪
ω
。
訂
津
信
ロ
ロ
冒
昌
ひ
q
①
巳
σ
ま
§
ひ
q
℃
P
　
冨
げ
お
．
一
¢
G
ゆ
ω
》
o
り
．

　
卜
。
認
山
ω
一
゜
）
こ
う
し
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
む
し
ろ
よ
り
デ
ィ
ル
タ
イ
の
学
説
に
結
び
つ
い
て
、
H
・
ゐ
ー
ル
と
同
様
に
教
育
現
実
の
体
系
的
解
釈
と

　
し
て
の
「
教
育
現
実
の
解
釈
学
（
頃
。
§
①
ロ
①
口
二
評
畠
臼
即
N
M
Φ
巨
昌
σ
q
ω
ヨ
「
匪
。
罫
o
津
）
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。
　
（
ボ
ル
ノ
ウ
著
・
西
村
皓
・
鈴
木
謙

　
三
共
訳
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
（
閑
密
①
口
巳
昌
①
ロ
興
》
三
き
ひ
q
）
』
第
八
章
の
ω
理
論
と
実
践
の
関
係
二
〇
八
頁
以
下
参
照
）
こ
の
論
稿
は
、
ボ
ル

　
ノ
ウ
の
方
法
論
を
明
ら
か
に
す
る
場
で
は
な
い
。
　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
岡
本
英
明
氏
の
博
士
論
文
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
出
゜

O
訂
馨
叶
ρ
騨
鉾
ρ
ω
゜
9
ユ
。
N
ロ
〈
σ
・
ド
吻
㎝
箒
§
α
①
ロ
巳
牢
。
9
§
O
巽
8
号
σ
q
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σ
Q
§
冨
ロ
ぎ
茸
8
暑
σ
q
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鼠
b
d
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ぎ
暑
（
ω
゜
㊤
o
◎
い
）

・
吻
㊤
゜
》
算
訂
8
9
0
σ
Q
繭
ω
9
0
U
置
舜
。
犀
江
犀
（
ω
』
h
。
も
。
h
°
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
） 皿

b
d
o
＝
昌
o
き
国
箆
ω
件
①
ロ
N
9
ま
ω
o
噂
ぼ
ρ

b
σ
o
＝
口
o
≦
℃
餌
6
°
ρ
ω
゜
旨
S
．

b
口
o
＝
o
毛
”
国
゜
餌
゜
O
°
ω
」
ミ
゜

一
逡
ω
噂
幽
臼
≦
Φ
津
o
お
〉
ロ
h
F
　
一
㊤
O
㎝
゜
の
゜
＆
°
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（
1
7
）
　
U
ロ
o
竃
o
ヨ
゜
，
°
9
。
°
ρ
ω
』
ω
9

（
1
8
）
b
σ
o
＝
岩
ヨ
即
勲
9
ω
゜
ρ
（
〈
。
≧
o
「
梓
）

（
1
9
）
　
U
d
o
冒
o
ぎ
m
°
9
9
°
O
°
ω
゜
一
認
゜

（
2
0
）
　
b
σ
o
ぎ
o
き
P
餌
゜
ρ
ω
」
ω
ω
゜

（
2
1
）
　
b
d
o
ぎ
o
ヨ
騨
餌
゜
ρ
ω
゜
一
ω
切
゜

（
2
2
…
）
　
b
d
9
ぽ
o
ヨ
P
p
ρ
゜
ρ
の
゜
乙
9

（
2
3
）
　
ゆ
o
ぎ
o
ぎ
P
P
ρ
ω
゜
一
ω
O
曇

（
2
4
）
ぎ
…
》
口
8
甑
o
σ
q
冨
嘗
酵
冨
2
0
欝
魯
（
寓
¢
。
自
路
ユ
讐
）
邦
訳
『
人
間
学
的
に
見
た
教
育
学
』
浜
田
正
秀
訳
所
収
「
略
伝
」
ご
九
七
頁
。

（
2
5
）
　
b
d
o
ぎ
o
ヨ
匿
①
琴
O
①
び
o
お
①
昌
Φ
鮮
ω
b
焦
　
”
一
り
鵡
゜
の
゜
一
①
゜
。
占
O
㈹
゜

（
2
6
＞
　
じ
σ
o
一
ぼ
o
き
o
’
9
。
’
ρ
o
り
゜
目
コ
゜

（
2
7
V
　
ポ
ル
ノ
ウ
は
、
人
間
に
故
郷
を
創
る
ζ
と
を
、
　
「
す
こ
や
か
な
る
世
界
（
冨
蕃
≦
。
ε
」
の
中
に
、
．
人
賜
を
再
び
秩
序
づ
け
る
こ
と
ど
し
て
捉

　
え
、
そ
こ
に
現
代
哲
学
の
根
本
問
題
を
見
て
と
っ
た
。
ポ
ル
ノ
ウ
は
、
｝
九
五
三
年
に
『
現
代
作
家
の
世
界
像
に
お
け
る
不
安
と
庇
護
性
（
q
漬
巳
冨

　
賃
鼠
O
o
び
o
お
o
邑
口
Φ
岸
冒
≦
Φ
犀
げ
ま
昌
①
¢
霞
醇
望
鼻
8
き
　
一
〇
切
ω
〉
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
れ
は
既
に
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
発
表

　
さ
れ
た
諸
論
文
に
た
ち
帰
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
ペ
ル
ゲ
ン
グ
リ
昌
ー
ン
の
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
『
す
ご
や
か
な
世
界
』
が
、
．
こ
の
書
に
大
き
な
影
響
を

　
与
え
た
。
（
ω
。
貯
。
ヨ
孚
芭
靱
写
O
。
。
茜
冒
薦
①
予
≦
Φ
旨
①
脱
b
σ
Φ
弓
σ
q
①
δ
鴨
g
ロ
”
N
幕
凶
∪
向
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霧
Φ
乱
窪
昌
①
器
ロ
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。
蹟
①
島
σ
置
糞
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陣
一
具
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q
冨

　
ロ
旨
偶
O
①
げ
o
嶺
Φ
弓
缶
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ゆ
∂
｝
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鵠
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℃
ω
゜
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〇
〇
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占
合
゜

（
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①
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①
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凝
ω
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①
鍔
β
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6
°
ρ
ω
゜
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◎
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°

（
2
9
＞
　
こ
う
し
た
要
請
は
、
既
に
『
簡
潔
な
道
徳
（
国
ぎ
匿
o
冨
盟
庄
蹄
冥
①
M
酔
u
お
ミ
）
ら
に
於
い
て
究
明
さ
れ
、
道
徳
倫
理
の
問
騙
と
し
て
ま
ど
め
ら
測

　
て
い
た
。
こ
の
著
は
、
幡
九
五
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
徳
の
本
質
と
変
遷
（
≦
①
給
口
葺
畠
．
ミ
餌
民
①
一
α
賃
弓
ロ
σ
q
Φ
匿
撃
）
』
と
の
連
ら
な
り
を
も
つ
。

（
3
0
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①
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巴
①
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』
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凸
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⑦
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写
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一
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尉
こ
一
㊤
①
ω
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0
°
b
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一
ω
歯
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゜

（
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）
　
〈
ゆ
q
『
b
u
o
ロ
ぎ
ぎ
竃
2
ω
o
げ
賃
ロ
α
男
き
β
一
㊤
8
℃
卜
。
〉
ロ
h
ポ
一
㊤
コ
゜
ω
」
①
I
N
伊
ω
゜
ω
一
ム
心
゜

（
3
3
）
　
ゆ
o
目
コ
o
ぎ
P
口
゜
○
°
ω
゜
一
Q
Q
°

（
3
4
）
　
ボ
ル
ノ
ウ
の
言
う
「
体
験
さ
れ
た
空
間
」
と
は
、
そ
の
中
に
生
活
す
る
人
々
に
よ
り
、
合
目
的
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
豊

　
か
な
内
部
組
織
を
有
す
る
。
こ
う
し
た
ボ
ル
ノ
ウ
の
空
間
の
概
念
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
論
じ
た
「
人
間
精
神
の
客
観
化
」
と
し
て
の
空
間
と
酷
似
し

　
て
い
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
単
な
る
現
実
（
芝
一
『
犀
一
一
〇
げ
犀
①
一
け
）
か
ら
区
別
さ
れ
る
世
界
（
妻
。
5
は
、
　
生
の
交
渉
（
ぴ
Φ
び
窪
ω
げ
①
注
鴨
）
に
於

　
い
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
を
、
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
か
な
り
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
　
〔
注
（
4
）
参
照
〕
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
彼
の
空

　
間
の
思
想
が
、
直
接
的
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
「
体
験
さ
れ
た
空
間
」

　
と
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
的
に
、
　
「
人
間
の
目
的
定
立
が
、
そ
の
中
で
客
観
化
さ
れ
て
い
る
秩
序
づ
け
ら
れ
た
全
体
に
お
け
る
生
の
交
渉
の
全
体
」
と
理

　
解
し
得
る
。
（
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岸
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団
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①
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①
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♂
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。
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菅
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収
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忽
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℃
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れ
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ボ
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ノ
ウ
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研
究
か
ら
広
ま
っ
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研
究
者
の
輪
を
言
う
。
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
こ
う
言
う
「
人
間
学
的
な
教
育
学
を
作
り
出
す
た
め
に
、
集
め
ら
れ

　
た
の
は
本
質
的
に
は
、
い
つ
も
一
つ
の
共
同
研
究
で
あ
っ
た
。
昔
の
仲
間
の
多
く
は
、
現
在
は
教
員
養
成
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
。
彼
等
を
代
表

　
す
る
者
の
名
と
し
て
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ク
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・
ギ
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ル
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｝
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（
4
4
）
　
ポ
ル
ノ
ウ
は
言
っ
て
い
る
。
　
「
空
間
の
無
限
性
は
、
こ
こ
で
は
ま
だ
全
然
問
題
に
な
ち
な
い
。
と
い
う
の
も
、
空
間
が
具
体
的
な
生
活
の
必
要

．
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
得
な
い
限
り
は
、
空
間
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
全
然
意
味
が
だ
い
か
ら
で
あ
る
。
空
間
は
、
具
体
的
に
満
た
さ
れ
る
べ
き
生
活

　
の
範
囲
以
上
に
は
拡
大
し
な
い
。
」
（
b
σ
o
ぎ
o
き
貯
〇
三
Φ
日
。
ユ
巽
①
ユ
o
夏
雪
力
o
ロ
日
9
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≦
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①
ぎ
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ゴ
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葭
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9
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q
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缶
①
津
ω
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ρ

　
ψ
S
）
こ
の
言
葉
は
、
生
き
ら
れ
た
空
間
が
、
精
神
の
客
観
化
と
し
て
の
生
活
空
間
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

　
ボ
ル
ノ
ウ
の
言
う
「
生
活
空
間
」
と
は
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
自
然
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
人
間
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
空
間
一
般
で
あ
る
。
従
っ

　
て
、
そ
う
し
た
空
間
は
無
限
で
は
な
く
有
限
な
空
間
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
具
体
的
に
生
き
ら
れ
た
空
間
は
、
　
「
生
き
た
人
間
に
連
関
づ
け
ら
れ

　
て
お
り
、
そ
れ
自
体
孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
常
に
、
既
に
あ
る
一
定
の
意
味
連
関
の
中
に
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
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・
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一W

n
一
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口
O
名
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切
O
一
一
口
O
≦
♂
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n
一
一
昌
O
毛
り

切
O
一
一
口
O
≦
矯

旧W

n
一
一
昌
O
毛
サ

b
σ
O
一
一
⇒
O
≦
「
り

注
（
5
0

】W

n
一
一
昌
O
≦
♂

注
（
4
6

山
゜
四
゜
（
∀
°
ω
゜
㎝
O
◎
◎
。

餌
。
餌
゜
（
）
°
ω
゜
切
一
N
°

竃
O
づ
ω
O
げ
　
口
昌
ユ
　
切
”
自
ヨ
リ

”
9
β
①
゜
（
∪
°
ω
゜
ω
O
ω
゜

国
゜
四
゜
（
）
°
ω
゜
ω
O
一
゜

円
響
①
吋
　
O
『
一
〇
び
け
⑦
　
菊
9
⊃
自
日
導

）
と
同
一
個
所
。

　
　
　
℃
『
O
げ
一
〇
巳
①

）
参
照
。

一
㊤
①
ω
噛
　
卜
⊃
曇
　
》
口
h
一
゜
　
一
Φ
刈
一
゜
　
ω
゜
N
㊤
ω
゜

凶
昌
“
　
q
ロ
一
ζ
①
邑
ω
搾
国
ω
噂
　
一
⑩
O
O
u
　
ω
゜
幽
O
一
゜

畠
①
ロ
o
O
二
①
び
梓
Φ
口
閃
9
信
日
ω
り
　
一
昌
“
　
♂
＜
出
げ
O
一
ヨ
ω
げ
四
く
①
コ
①
「
＜
O
「
け
「
餌
m
q
ρ
　
口
①
h
け
ω
幽
糟
　
一
㊤
①
P
　
ω
゜
Q
◎
°

（
5
5
）
　
ボ
ル
．
ノ
ウ
著
・
西
村
皓
・
鈴
木
謙
三
共
訳
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
』
理
想
社
、
昭
和
四
十
三
年
、
二
三
－
四
五
頁
参
照
。

（
5
6
）
　
最
初
は
、
二
九
五
二
年
の
講
演
で
語
ら
れ
た
。
U
器
し
ロ
ま
く
o
ヨ
竃
Φ
ロ
ω
o
冨
コ
ぎ
い
一
〇
巨
匹
o
「
ヨ
o
匹
①
旨
Φ
ロ
》
耳
訂
o
U
g
o
ひ
q
す
現
在
で
は
、

　
》
°
　
（
｝
①
げ
一
Φ
口
》
　
跨
昌
け
げ
同
O
噂
O
一
〇
σ
q
尻
O
ゴ
①
岡
O
『
ω
O
げ
ロ
昌
α
q
N
ロ
吋
ω
O
一
び
ω
け
σ
O
ゆ
q
①
α
q
ロ
ロ
昌
α
q
ロ
ロ
α
冨
Φ
口
の
O
ぴ
O
昌
゜
　
因
O
≦
O
げ
一
け
ω
一
）
①
直
け
の
0
ぽ
国
5
N
団
吋
一
〇
〇
邸
自
闘
9
　
b
口
匹
゜
　
一
ω
o
◎
°

　
国
四
ヨ
び
ロ
薦
鴇
一
〇
〇
一
゜
ボ
ル
ノ
ウ
が
多
く
引
用
し
て
い
る
個
所
は
、
特
に
、
ω
』
㊤
1
0
P
Q
o
』
。
。
あ
幽
・

　　　 　 　 　　　　　62　61　60　59　58　　－　　57

）））））　QQ）　　　　　鉾
誌蔚誌認蔚
：一ぎ一Ft－：一

｝〉鋭i＞i》

》
°
　
∩
δ
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O
一
〇
5
糟

　
国
餌
臼
び
爲
「
σ
q
℃

》
昌
け
ゴ
吋
O
U
O
一
〇
σ
q
一
ω
O
げ
①
団
O
「
ω
O
げ
ロ
昌
ぴ
q
N
置
『
ω
Φ
一
げ
ω
け
σ
Φ
σ
q
Φ
σ
q
口
信
昌
α
q
ロ
昌
α
竃
①
昌
ω
O
げ
Φ
昌
゜
　
幻
O
≦
d
げ
一
梓
ω
　
一
）
Φ
ロ
け
白
o
O
ゴ
国
ロ
N
団
評
一
〇
ロ
蝉
α
一
①
　
じ
口
鼻

　
　
一
㊤
①
一
℃

O
①
三
〇
P

Ω
〇
三
Φ
P

O
o
匡
o
p

O
①
巨
①
p

O
①
包
①
炉

ω
゜
q
P

”
°
”
°
凸
り
゜
の
゜
刈
0
◎
°

m
’
9
ユ
゜
∩
γ
ω
゜
腿
C
O
°

餌
゜
山
゜
（
）
°
ω
゜
α
Q
◎
°

皿
゜
潜
゜
A
）
°
ω
゜
Q
◎
b
の
゜

薗
゜
山
゜
（
）
°
ω
゜
Q
O
卜
0
°

，
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（
6
3
）
　
前
掲
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
』
二
五
頁
。

（
6
4
）
　
同
右
書
二
八
頁
。

（
6
5
）
　
〈
ゆ
q
巨
〉
°
Ω
o
匡
①
P
β
⊃
』
°
ρ
ω
゜
o
。
A
°

（
6
6
）
　
前
掲
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
』
二
五
ー
二
六
頁
。

（
6
7
）
　
同
右
書
三
｝
頁
以
下
参
照
。

（
6
8
）
　
同
右
書
三
二
頁
。

（
6
9
）
　
同
右
書
三
三
頁
。

（
7
0
）
　
同
右
書
三
四
頁
。

（
1
7
）
　
同
右
書
一
二
山
ハ
頁
。

（
7
2
）
　
同
右
書
三
七
頁
9

　
　
V

（
7
3
）
　
同
右
書
二
九
頁
。

（
7
4
）
　
同
右
書
三
十
頁
。

（
7
5
）
　
同
右
書
三
九
頁
。

（
7
6
）
　
同
右
書
四
十
頁
。

（
7
7
）
　
同
右
書
五
四
頁
以
下
参
照
。

（
7
8
）
　
同
右
書
四
八
頁
。

（
7
9
）
　
同
右
書
四
二
頁
。

（
8
0
）
　
同
右
書
四
ニ
ー
四
三
頁
。

（
8
1
）
　
注
（
7
0
）
参
照
。

（
8
2
）
切
。
昔
。
ヨ
豊
ω
け
§
。
霞
。
ω
。
音
ρ
歪
。
。
』
①
・
琶
8
・
・
ぎ
鉾
一
。
劉
ψ
卜
。
食



（
8
3
）
　
上
掲
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
』
第
五
章
「
教
育
の
課
題
と
し
て
の
安
全
と
平
和
」
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
8
4
）
　
ボ
ル
ノ
ウ
の
言
う
、
　
「
す
ご
や
か
な
る
世
界
」
と
は
、
「
人
間
の
生
が
、
　
人
間
の
生
と
し
て
生
き
、
し
か
も
開
か
れ
て
い
る
人
間
の
空
間
全

　
体
」
を
言
う
。
　
彼
は
、
　
こ
の
思
想
を
一
九
五
二
年
、
　
フ
レ
ー
ベ
ル
　
（
甲
゜
閏
「
α
げ
巴
　
に
関
す
る
著
書
、
∪
δ
勺
匿
超
o
α
q
貯
ユ
興
牙
暮
ω
。
げ
o
コ

図
o
B
き
ユ
ぎ
〈
o
口
》
ヨ
黛
甑
ω
局
『
α
げ
o
＝
浅
b
。
°
b
。
〉
ロ
典
　
お
宅
。
で
暗
示
し
、
一
九
五
五
年
に
『
新
し
い
庇
護
性
（
2
ロ
¢
Ω
①
σ
o
お
Φ
菩
¢
津
）
』
で
よ

　
り
詳
し
く
展
開
さ
せ
た
。
〔
注
（
2
7
）
参
照
。
〕
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上
掲
『
危
機
と
新
し
い
始
ま
り
』

同
右
書
四
六
頁
。

同
右
書
四
七
頁
。

同
右
書
四
八
頁
。

同
右
書
五
一
頁
。

同
右
書
六
六
頁
。

四
九
頁
以
下
参
照
。

（
9
1
）
　
例
え
ば
、
ボ
ン
の
教
育
学
者
デ
ル
ボ
ラ
フ
は
、
　
「
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
教
育
学
理
論
を
、
規
範
的
1
1
実
践
的
な
も
の
に
す
る
確
認
さ
れ
た
道
程
を
断

　
念
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
は
め
に
な
る
」
と
批
判
し
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
方
法
論
は
、
　
「
人
間
学
的
還
元
」
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言
う
。
　
（
＜
α
q
『
冒

　
】
）
o
円
げ
o
冨
く
°
図
同
葺
ω
o
冨
図
Φ
臨
①
改
g
2
N
ロ
昌
↓
9
B
餌
㌔
似
ユ
9
・
o
身
o
o
q
δ
o
冨
｝
馨
耳
8
0
冒
σ
q
貫
遣
冒
“
勺
ま
”
σ
q
o
α
q
δ
9
0
国
賃
昌
α
ω
o
訂
5
一
c
。
°
尉
こ
お
①
心
蜀

　
ω
’
謡
甲
冨
刈
）

　
　
又
、
・
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
学
派
の
代
表
的
人
物
の
一
人
、
ア
ド
ル
ノ
ー
は
、
　
一
九
六
四
年
の
論
文
で
、
主
と
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
批
判
の
立
場
か

　
ら
、
ハ
イ
デ
ィ
ガ
ー
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
並
べ
て
、
ボ
ル
ノ
ウ
を
も
、
　
「
本
来
性
と
い
う
隠
語
」
の
代
表
者
の
一
人
と
呼
ん
だ
（
＜
σ
q
ド
　
↓
ド
　
ミ
゜

　
｝
亀
o
ヨ
ρ
智
民
σ
q
o
づ
α
巽
田
σ
q
㊦
コ
け
ぽ
げ
犀
Φ
罫
N
q
「
α
Φ
暮
ω
o
げ
o
ロ
冠
①
9
0
0
Q
幽
ρ
一
㊤
0
幽
噂
心
》
ρ
二
゜
　
一
㊤
O
り
い
ω
゜
N
〒
N
q
二
　
ω
゜
b
の
課
h
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
こ
れ
に



44

　
対
し
更
に
反
批
判
を
す
る
。
b
σ
。
ぎ
o
毛
”
U
器
N
簿
9
。
ぽ
「
亀
Φ
ω
竃
尋
冨
口
魯
ω
・
ぎ
P
男
Φ
ω
梓
ω
。
印
津
h
貯
凶
置
ロ
の
N
δ
覧
①
吋
・
ξ
瞬
、
タ
円
　
O
簿
『
o
ξ

　
賃
コ
α
芝
゜
閏
①
ロ
B
薗
昌
P
一
り
①
o
。
》
ω
し
ら
。
㎝
ー
ホ
刈
）

　
　
そ
し
て
又
、
デ
ッ
プ
・
フ
ォ
ア
バ
ル
ト
は
、
一
九
六
六
年
の
論
文
で
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
「
人
間
学
的
見
方
は
、
人
間
に
た
だ
外
部
か
ら
接
近
す
る
に
す

　
ぎ
な
い
」
と
批
判
し
た
。
（
〈
σ
q
日
即
∪
9
叩
く
霞
婁
巴
9
d
σ
興
℃
8
窪
Φ
ヨ
§
ロ
竃
①
匪
O
α
①
α
①
『
愚
匿
σ
q
o
σ
q
曽
冨
昌
〉
三
訂
O
U
o
δ
ゆ
q
β
　
冒
勺
畿
甲

　
σ
q
o
ゆ
q
§
冨
図
ロ
昌
房
。
冨
ぴ
　
b
。
O
H
σ
q
°
導
一
㊤
①
9
　
ω
」
O
O
ω
1
一
〇
〇
。
。
）
ク
カ
ル
ッ
も
又
、
ボ
ル
ノ
ウ
の
「
教
育
的
雰
囲
気
」
の
概
念
を
、
教
育
学
主
義
の

　
「
警
戒
す
べ
き
一
例
」
と
し
て
批
判
し
た
。
（
＜
σ
Q
　
芝
゜
閑
ロ
o
冨
答
斜
ω
o
N
冨
一
一
器
什
ご
昌
8
α
卑
N
一
警
琶
ぴ
q
℃
一
8
P
ψ
N
ρ
ψ
一
〇
〇
斥
）

　
　
又
、
ブ
レ
チ
ン
カ
は
、
新
実
証
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
教
育
学
た
る
精
神
科
学
的
（
哲
学
的
）
，
教
育
学
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
彼
の
挑
戦
は
、
具
体
的
に
は
、
ロ
ム
バ
ッ
ハ
（
因
o
目
げ
8
げ
）
と
の
方
法
論
上
の
論
争
と
し
て
、
一
九
六
六
ー
六
七
年
に
か
け
て
の
、
、
N
①
凶
富
。
穿
洋
h
貯

　
霊
紆
σ
q
o
σ
Q
貯
、
、
誌
上
に
於
い
て
表
面
化
し
た
が
、
ブ
レ
チ
ン
カ
が
発
表
し
た
学
問
理
論
に
関
す
る
一
連
の
諸
論
文
は
、
一
部
修
正
が
加
え
ら
れ
、
　
一

　
九
七
一
年
に
、
．
．
＜
8
α
①
『
℃
毬
β
。
α
q
o
σ
自
涛
N
霞
悶
「
N
げ
冨
p
ぴ
q
ω
葱
ω
ω
窪
の
。
冨
津
．
、
と
題
す
る
書
物
に
ま
と
め
ら
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
書
で
は
、
デ
ィ

　
ル
タ
イ
学
派
の
精
神
科
学
的
教
育
学
と
、
そ
の
伝
統
を
汲
む
ボ
ル
ノ
ウ
の
解
釈
学
的
教
育
学
に
対
す
る
大
胆
な
挑
戦
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ル
ノ

　
ウ
は
、
こ
の
挑
戦
を
受
け
て
、
一
九
七
一
年
、
、
、
N
。
団
誘
。
年
聾
h
晋
霊
畠
σ
q
o
σ
q
一
評
誌
上
に
、
詳
細
に
し
て
鋭
利
な
批
判
的
書
評
を
発
表
し
た
。
（
し
U
o
一
一
・

ぎ
き
国
居
募
。
冨
ヨ
ω
ω
8
ω
g
き
・
巳
缶
①
§
§
長
の
呂
℃
ま
巴
。
伽
q
涛
」
見
N
簿
の
。
巨
津
h
麟
「
勺
毬
擢
。
α
・
ぎ
三
撃
一
§
吻
国
①
津
9
ω
゜

　
①
o
◎
ω
1
ざ
o
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
な
お
、
ブ
レ
チ
ン
カ
と
ロ
ム
バ
ッ
ハ
の
論
争
は
、
岡
本
英
明
氏
が
、
一
九
七
二
年
の
『
四
天
王
寺
女
子
大
学
紀
要
第
五
号
』
誌
上
に
、
　
「
現
代
ド

　
イ
ッ
教
育
学
の
方
法
論
の
問
題
－
解
釈
学
を
め
ぐ
る
論
争
点
」
と
し
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
2
）
　
「
教
育
の
連
関
」
に
関
す
る
研
究
は
、
教
育
史
上
、
長
ら
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
萌
芽
は
、
ル
ソ
ー
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
、
　
フ
レ
ー
ベ
ル
の

中
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
教
育
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
理
論
的
に
扱
っ
た
の
は
、
　
一
九
二
〇
年
代
の
H
・
ノ
！
ル
の
研
究
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
’

　
（
出
・
Z
o
算
O
巴
き
冨
口
凄
『
ロ
一
⑦
国
巳
Φ
冨
轟
ω
感
ユ
喚
①
犀
り
6
卜
。
9
艮
N
二
汽
霊
号
σ
q
o
σ
q
凶
犀
9
。
口
ω
酔
。
自
α
q
冒
年
Φ
p
　
お
蔭
P
¢
5
賦
罰
U
δ

　
頃
毬
9
。
σ
q
o
ひ
q
冨
o
冨
b
d
o
毛
詔
口
p
σ
q
ぎ
U
①
三
の
〇
三
四
昌
α
ロ
鵠
ユ
貯
器
↓
7
8
ユ
①
①
゜
〉
鼠
　
燭
一
8
ら
。
”
ω
」
ω
O
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
ノ
ー
ル
は
、
　
「
教
育
的
連
関
（
霊
号
σ
Q
o
σ
q
曽
ゴ
興
し
o
①
建
α
Q
）
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
が
、
こ
の
「
教
育
的
連
関
」
の
研
究
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ



　
ン
大
学
に
於
い
て
、
彼
の
女
弟
子
ヘ
レ
ー
ネ
・
ヘ
ル
ツ
が
引
ぎ
継
い
だ
。
（
一
幽
゜
　
団
O
『
N
堕
　
一
）
凶
①
↓
幕
o
「
一
。
畠
興
勺
邸
α
躍
o
ひ
q
一
ω
9
曾
⇔
U
①
N
口
o
q
絶
O
α
け
餓
轟
①
「

　
ω
宕
9
魯
N
g
勺
毬
ρ
。
四
〇
ぴ
q
涛
噛
冨
①
津
N
N
一
㊤
ω
b
。
）

　
　
し
か
し
、
ど
う
し
た
こ
と
か
そ
れ
以
後
、
教
育
的
連
関
の
概
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Die　Problematik　der　Anthropologie　O．　E　Bollnows
　　　　　　の

　　　　Uber　den　menschlichen　Raum　des　Wohnens

von　N．　Kishi

　　Das　system　der　Anthropologie　Bollnows　kann　im　allgemeinen　als

“Philosophie　der且offnlmg”zusammengefasst　werden．　Es　ergab　sich

aus　seinem　Versuch　einer　Uberbindung　des　Existentialisums．　Bei

Bollnow　f廿hrt　das　wesentliche　menschliche　Verlangen　nach　einer

bergenden　Welt　schlieBlich　auf“das　problem　des　Wohnens”zur“ck，

in　das　der　Mensch　sich　zurUckziehen　kalln，　um　zu　sich　selber　zu・

rUckzUkehren．　Deshalb　betrachtet　er　das正【aus　als　raumliche　Mitte，

in　der〔laS　menschliche　Leben　gefifhrt　werden　kann，　und　zwar　denkt

er　daran，　daB　der　Mensch　im　Haus　wohnen　und　noch　den　groBen

Raum　behausen　soll．

　　Daher　sehell　wir　ein　groBen　Problem，　das　in　der　Scheidung　des

AuBe】〔rraumes　der　Gefahrdung　und　des　lnnenraumes　der　Geborgenheit，

n5m！．ich　in　der　Scheidung　einer　Welt　und　eines　Hauses　besteht．

Bollnow　betont　die　Verschmelz㎜g　der　Menschen　mit　der　AuBenwelt，

um　sie　vor　dem　Verstr6men　zu　bewahren．　Denn　er　sieht　die　AuBen・

welt廿berhaupt　nicht　als　den　Gegensta耳d　der　Freundschaft　an，　sondern

er　erfaBt　sie　ebenso，　wie　die　Existentialisten，　als　“die　verzehrende

Leere　des　Weltraumes”（｝der“die　bedrangende　Fremdheit　der　feind・

1ichen　Welt”．　Das　Haus　ist　seiner　Meinung　nach“aus　der茸brigen

Welt　ausgesparter　gewohnter　Aufenthaltsraum”1皿d“Wohnen　in

einem　Haus”bedeutet　also“einen　Raum　h　a　b　e　n”．

　　Es　fragt　sich　aber，　wie　man　sich　die　AuBenwelt　zu　eignen　machen

und　dadurch　ein　Haus　bauen　ka皿．　Hier　entsteht　eben　die　Frage
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nach　der　physikalischen　Technik．　Aber　Bollnow　selber　vermeidet，　wohI

wegen　seiner　Absicht　auf　dem．　Standpunkt　der　von　Dilthey　vorge・

schlagnen　hermeneutischen　Methodologie，（ねs　Problem　der　Naturwis・

senschaft　zu　ber茸hren．　Er　beschaftigt　sich　haubtsachlich　mit　der

inneren　Sittlichkeit　des　menschlichen　Geistes．　Infolgendessen　scheint

es　uns，　als　ob　seine　Philosophie　frei　von　dem　Schicksal　des　abend・

landischen　Szielltismus　ware．

　　Die　rationalistisch－szientistische　Vernunft　ersetzt　er　in　Wahrheit

nur　dllrch　einen　andern　Begriff，　namlich　durch“die　Urteilskraft”，

die　nach　ihm　durch　die　Kritik　ausgebildet　werde．　Wenn　die　Urteilskraft

auch　bei　Bollnow　die　Rolle　des　Prinzips　spielt，　das　die　Menschen　zur

almalichen　Beherrschung　der　AuBenwelt　f貢hrt，　dann　ka㎜doch　seine

Philosophie　als　eine　typische　Form　der　Beherrschung　der　Natur　als

der　Materialwelt．

　　Die　Anthropoiogie　Bollnows　muB　folglich　wesentlich　Init　dem　euro．

paischen　Szientismus　Los　teilen．　Mit　anderen　Worten　verliert　seine

Philosophie　den　Grund　unter　den　FUBen，　wenn　wir　die　Entwicklung

der　Ilat田rwissenschaftlichen　Technik　seit　dem　19．　Jahrhundert　nicht

in　Betracht　ziehen．　Bollnow　scheint　mir　in　einen　groBen　Widerspruch

geraten　zu　sein．　Einerseits　widersetzt　er　sich　dem　szientistischen

Rational圭smus，　woraus　viele　verschiedene　Probleme　der　Gegenwart

stammen．　Anderseits　sttttzt　sich　seine　Philosophie　denlloch　grundsa－

tziich　allf　dem　gleichen　Prinzip　wie　die　rationalistisch－szientistische

Wissenschaft．　Die　Problelnatik　der　Anthropologie　Bollnows　liegt

wesentlich　darin，　daB　seine　Ansicht　Uber　die　Naturwissenschaft　und

Technik　nicht　deutlich　gezeigt　worden　ist．


